
緒理

地
代
理
論
の
歴
史
に
於
け

る

マ

ー

リ
カ
ー
ド
の
地
代
理
論
と
の
比
較
研
究
1

臼

次

論
1
、
私
の
意
圖

11
、
當
時
の
経
濟
的
肚
會
状
態

論

A

、
地
代
理
論
の
研
究
課
題

B
、
地
代
の
定
義

C
、
地
代
の
登
生

D
、
地
代
と
偵
格
形
成

"

E
、
'地
代
の
増
減

地
代
理
論
の
歴
史
に
於
け
る
マ
ル
サ
ス
の
地
位

ル
サ

ス
の
地

位

●

高

'

橋

三
五
七

K良
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揚

F

、
地
代

に
罫
す

ろ
観
念

策
G
、

マ
〃
サ

ス
の
保
護

貿
易
政
策

H

、
リ
カ

ー
ド
の
自
由
貿
易
政

策

論
1
、
結

論
的
説
述

三
五
八

緒

胎
5冊

 

1
、
私

の

意

圖

マ
ル

サ

ス
と

言

へ
ば

人

口

論

、

リ

カ

ー

ド
と

謂

へ
ば

地

代

論

を

想

ひ
出

す

。

そ

れ
程

リ

カ

ー
ド

の
地

代

論

は

著

名

で

あ

る

。

然

し

、

マ
ル
サ

ス

は
菅

に
人

口
論

の

み

な

ら

ず

地

代

理

論

に
於

て

も

卓

越

せ

る
學

者

で

あ

つ

た

の

で

あ

る

。

彼

が

一
入

一
五

年

に
公

刊

し

π

、.〉
昌
H
超

三
q

一耳
。
夢
。
客
鉾
⊆
器

嘗

匹
中

。
σq
戦$
。。
。
h
口
。
暮
・、、
は

、

實

際

「
小

さ

い
も

の

で

は

あ

る

が

、

極

め

て

内

容

の
豊

富

な

る
著

作

ω
」

で

あ

つ

て

、

そ

の

小

冊

子

の

中

に

於

け

る
彼

の

地

代

理

論

は

略

々

リ

カ

ー
ド

の

そ

れ

と

同

一
の
内

容

を

具

備

し

て
居

る

。

そ

れ

に

竜

不

拘

、

マ
ル
サ

ス

の

地

代

理

論

は

、

リ



カ

ー
ド

の
地
代
理
論

て
ふ
偉
大
な
る
光
に
全
く
蔽

は
れ

て
、
甚

し
く
閑

却
せ
ら

れ
て
來

π
。
此

の
不
蓮
な

る

マ
ル
サ

ス
の
地
代
理
論
を
明

る
み

に
出
す
事

は
勘

な
か
ら

諏
意
義

の
あ

る
事
で
あ

つ
て
、
既

に

γ
ー
ザ

ー
の
如
き

は

マ
ル
サ

ス
を
以
て
近
代
的
地
代
理
論

の
磯
見
者
と
目
し

て
居

る
の
で
あ

る
。

本
稿

に
於

て
、
私

は

マ
ル
ず

ス
と

リ
カ

ー
ド
の
地
代
理
論
を
比
較
研
究

す

る
の
を
主
眼
と
す
る
。
從

て
、
地
代

理

論

に
關
す

る

『
先
躍
論
争
』

の
全
髄

を
取
扱

ふ
事

は
本
稿

の
範
園
外

に
出
つ

る
竜

の
で
あ

つ
て
、
そ
れ
は
他

日
を
期

し

て
行

ふ
事
と
し

、
舷
で

は
專
ら

マ
ル
サ

ス
と

リ
ヵ

ー
ド
の
二
人

の
み
に
局
限

し
て
論
ず
る
に
止
め
る
。
又
、
私

は

右

雨
者

の
地
代

に
關
す

る
論
説

の
中
で
も
主
と
し
て
理
論
的
部
分

に
力

を
注
ぎ

、
そ

の
關
係

を
明
か
に
認
識

せ
ん
と

欲

す
る
も

の
で
あ
る
か
ら

、
勢

ひ
そ

の
他

の
部
分

即
ち
地
代

に
封
す
る
観
念
及

び
政
策

は
簡
軍

に
し
か
竜
附
随

的
意

味
を
以

て
述

べ
る
に
過
ぎ

な

い
。

斯
か
る
意
圃
を
途

行
せ
ん
と
す
る
に
際
し

て
計
ら
ず
も
想

ひ
出
し
尤

の
は

『
人
間
を
混
齪

に
階

れ
る
も
の
は
事
物

で

は
な
く
、
事
物

に
關
す

る
見
解
で
あ
る
』
と
言
ふ
ギ
リ

シ
ヤ
の
古
諺
で
あ
る
。

そ
し

て
、

マ
ル
サ

ス
と

リ
ヵ

ー
ド

の
地
代
論

を
比
較

研
究
す

る
究

め
に
採

つ
π
私

の
方
法

は
、
實

に
、
直
接

に
彼

等
自
身

の
言
葉
に
耳

を
傾
け
る
事
で

あ

つ
π
。
斯

か
る
目
的

の
π

め
に
供

し
カ

の
は
、
次

の
如
き
諸

書
で
あ

る
。

】≦
巴
島
島
℃

》
ロ
ぎ
の三
q
ぎ
博o
筥
。
2
9・ε
お
碧
山
津
o㈹器
⑭駒・
o
鴨
口
窪
計
聾
q
g
o
即
ぎ
9
℃8
頴
げ
団
竃
三
9

一=
い
器
σq巳
曽8
自
●
国◎〇
一い.

塊
代
理
論
の
歴
史
に
於
け
ろ
マ
ル
サ
ス
の
地
位

三
五
九



商

學
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究
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(
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.

、
一

三

六

〇

α
o
弱

月
冨

9

ε

巳

m

o
{

碧

○
℃
ぎ

回o
=

9
二

『
o

℃
隻

ミ

o
h

即
。
い
三

〇
二
昌
σq

爵

o

一
「弓

9

け
勲
二
8

0
h

国
9

0
剛碧

O
o
算

μ
◎。
　
い
●

、

ら
P

O
ま

臼

苺

二
〇
霧

8

仲冨

国
津

9
g・

o
h
9

。

O
o
ヨ

冒
聾
壽

燭
睾

餌

o
h

騨

口

尻
①

o
「
閃
騨
=

ぎ

夢

o

団
ユ

8

0
h

O
o
言

o
ロ

島

o

》
㈹
ユ
o
巳

ε

「
o

帥
コ
阜

臣

o

αQ
窪

臼

巴

を

①
巴

∋

o
鴨

9

0

0
0
琶

け蔓

.

H
◎◎
三

・

自
O
壱

牢

言

O
号

一駿

O
馬

団
〇
一
三

〇
巴

国
8

ぎ

ヨ
メ

H
◎◎
N
ρ

匹

B

a

ρ

写

ぎ

9
覧

o
。・

o
h

℃
o
ぎ

8
巴

国
8

8

ヨ
鴇

p
昌
餌

.貯

鑓

二
〇
p

(
同
巴

.
H
◎◎
ζ

)

島
o
・矯

〉
昌

国
。・
ω
ミ

8

二
拓

ぎ

h
一
器

9

Φ

o
h

曽

ぎ

≦

キ

8

。

o
h

O
。
「鍾

9

け
冨

中

9

3

9

0D
δ
。
犀
.
H
。。
図
い
・

(
国
8

き

巨

。

国
伍
㎝
超

ω

ξ

U

碧

置

距

。
邑

ρ

聾

民

ξ

0
8

昌
賃

お

お

し

留

.・・
傷
ρ
鴨

O
口
牢
c8
。二
8

ε

》
σQ
「洋
巳
【貫
ρ

h◎。
Nb。.
(国
Oo
昌o
ヨ
8

国
鴇
p図
o騒
げ
団
b
●
口
凶Oρ
村阜
o
・
目ゆ
ト⊇い
畳)

斯

く

て

、

本

論

に

於

て

展

開

す

る

が

如

き

結

果

に

到

達

し

る

後

、『
事

物

に

關

す

る

見

解

』

そ

れ

は

行

論

中

に

引

用

せ

ら

れ

尤

る

諸

書

を

意

味

す

る

へ
と

眼

を

轄

じ

、

色

々

な

意

味

に

於

て

啓

登

せ

ら

れ

る

黙

の

あ

つ

虎

事

を

、
そ

れ
ら

の
諸

々
の
著
者

に
劉

し
て
威
謝
す

る
。

11
、
當
時
の
経
濟
的
融
會
状
態

マ
ル
サ

メ
が
穀
物
關
税
擁
護

の
目
的
を
以
て

『
地
代

の
性
質
及

び
塘
進

に
關
す

る
研
究
』
を
公
表

し
禿

の
は
、
「
最

竜

有
効
で
あ

る
と
思
は
れ
る
時
期
」

に
於

て

臆
あ

つ
虎
。

.

・
其

の
當

時
、
英
國
は
既

に
世
界

一
の
富

強
國
と
な

つ
て
居
控
。
外

に
は
東
洋
及

び
植
民
地

の
販
路
を
掌
握

し
、
内



藍

に
は
諸
登
明
を
利
用
し
て
大
工
業
の
経
管
が
行
は
れ
、
金
融
及
び
貿
易
は
大
登
展
を
來
し
、
有
力
な
る
商
人
、
工
業

家
及
び
銀
行
家
が
活
躍
し
て
居
π
。
然
る
に
他
方
、
英
國
の
貴
族
ば
封
建
的
遺
風
を
留
め
て
大
地
主
と
な
つ
て
、
議

會
に
於
て
多
数
を
占
め
て
擢
力
を
握

つ
て
居
π
の
で
、
憲
法
政
治
と
は
名

の
み
に
て
實
は
地
主
の
貴
族
政
治
に
外
な

ら
な
か
つ
た
。
夫
故
に
、
政
治
的
地
位
を
得
ん
と
す
る
も
の
は
、
競

つ
て
土
地
の
粂
併
を
行

つ
た
。
そ

の
結
果
農
民

は
所
有
地
を
買
牧
せ
ら
れ
且
つ
入
會
権
を
喪
失
し
π
か
ら
、
彼
等
は
軍
な
る
勢
働
者
と
な

つ
て
大
農

に
雇
は
れ
る
外

に
途
が
な
か
つ
π
。
け
れ
ど
も
新
農
法
は
勢
働
を
節
約
し
、
農
業
勢
働
者
に
封
す
る
需
要
を
減
じ
π
か
ら
、
農
村
の

過
剰
帥労
働
者
は
漸
次
工
場
及
び
炭
坑
勢
働
者

へ
と
漫

つ
て
行

つ
π
。

一
入

一
五
年
前
後
に
於
て
、
機
械
及
び
新
し

い
技
術
的
生
産
方
法
に
劃
す

る
勢
働
者
の
叛
齪
即
ち

『
ラ
ダ
イ

ッ
ト

運
動
』
が
工
業
地
に
現
は
れ
π
け
れ
ど
も
、
未
だ
勢
資
封
立
の
尖
鋭
化
を
見
る
迄
に
は
磯
展
せ
ず
、
そ

の
當
時
は
術

新
興
資
本
家
階
級
と
封
建
的
地
主
階
級
と
が
肚
會
の
前
景
に
於
て
相
封
立
し
て
居
π
の
で
あ

る
。

當
時
、
英
國
は
ナ
ボ

ソ
オ

ン
職
璽

の
結
果
、
財
政
逼
迫
し
、
加

ふ
る
に
穀
慣
が
騰
貴
し
て
居
π
。

マ
ル
ず
ス
の
記

す
る
所
に
よ
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

「
一
七
九

二
年

四

二
志

(
一
〃
チ

1
タ
ー
)

旧
七
九
六
年

七
七
志

一
入
0

】
年

一
一
八
志

地
代
理
論

の
歴
史

に
於

け

る

マ
ル
サ

ス
の
塊
位

三
六

一
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學
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三
六

二

一
八
〇
三
』牛

五
山ハ
志

偵
格

は

一
七
九

二
年

か
ら

一
入
〇

一
年

に
至

る
間

に
殆
ん
ど

三
倍

に
騰
貴

し
、

}
七
九
入
年
か
ら

一
入
〇

一
年

に

至

る
短

期
間

に
五
〇
志

か
ら

一
一
入
志

に
騰
貴

し
、
更

に
五
六

志
に
下
落
し
た
㈲
。
L

而
て
、
「
一
入

=

一年

に
は
再

び

一
二
二
志
入
片

の
最
高
卒
均
を
示

し
て
居

る
㈹
」
と

言
ふ
風

に
、
そ

の
暴
騰
が
甚

し
か

つ
だ
。L
然

る
に

「
勢
働
者

は
、
斯
か

る
高
慣

に
蜀
す

る

一
部

の
補
償

に
も
與
ら
ず
し

て
、
最
も
多
く

の
場
合

に
於

て
、
戦
前

に
支
彿
は
れ
た
と

同
様
又

は
そ

れ
に
近

い
賃
銀
を
獲
得
す

る

π
め
に
、
仕
事

に
あ
う

つ
か
ん
と
し

て
頻

り

に
競
璽
し
た
ω
。
し
そ

の
結

果
、

「
飢
餓

は
刻

々
に
迫
う

つ
＼
あ

つ
π
の
み
な
ら
ず

、
實
際

に
起

り
㈲
、」
到

る
庭

に

『
米
騒
動
』
が

勃
螢
し
尤
。

斯

か
る
困
窮

の
秋

に
方
り
、
地
代

は
法
外
に
騰
貴

し
、

「
一
七
九
〇
年
と

一
入
三
〇
年
と

の
間

に
於

て
、
ボ

ー
タ

ー
に
從

へ
ば
、
そ
れ
は
少
く
と
も
倍
加

さ
れ
⑥
、」
地
主
階
級
は
前
例

の
な

い
程
そ

の
牧
入
を
檜
加
し
疫
。

一
例
を
睾

げ

る
と

、
佛
蘭

西
革
命
職
箏
直
前

に

一
英

町
十
志
以

下
の
も

の
が
、
此

の
職
孚

中
に
急

騰
し

て
四
五
志
乃
至
五
〇
志

で
貸
付

せ
ら
れ
尤
の
で
あ

る
。

一

實

に
、
斯
か

る
経
濟
状
態

を
背
景

と
し

て
、
穀
物
關
税
論
孚

は
火
花
を
散
ら
し
π
。
此

の
論
孚
が
端

を
開

い
π

の

は
、

一
入

=
ご
年
五
月

=

日
を
以

て
登

表
せ
ら

れ
π
下
院
特
別
委
員
會

の
穀
物
貿
易

に
關
す

る
報
告

書
、
並

び
に

同
年
六

月

一
五

日
の
サ

ー

・
ヘ
ン
リ

ー

。
パ
ァ
ネ

ル
の
現
行
穀

物
條
例
改

正
の
必
要

を
述

べ
π
演
説
で
あ

る
。

一
入



=

二
年

當

時

現

行

の
穀

物

條

例

、

即

ち

ジ

ョ

ー
ヂ

三

世

在

世

四

四

年

法

令

第

一
〇

九

號

(衰

Ω
Φ
9

目

.
Ω
6
℃
●
【8

)

は

、

一
入

〇

四

年

の
大

下

落

を

救
濟

す

る

カ

め

に

改

正

さ

れ

虎

も

の
で

あ

つ

て

、

一
入

一
五

年

に

入

つ

て

か

ら

、

此

の

條

例

を

中

心

と

し

て

、

リ

カ

ー

ド
と

マ
ル
ず

ス
と

の
間

に
も

論

箏

が

行

は

る

る

事

と

な

つ
カ

の
で

あ

る

。

勿

論

、
、
マ
ル

サ

ス
は

最

初

そ

の

..ぎ

ρ
乱
受

..
を
,公

刊

し

た

時

に

は

、

ブ

カ

ナ

ン
を

直

接

の
論

敵

と

し

て

、

地

代

排

斥

論

・
地

主

放

逐

論

に

樹

し

て

地

代

を

辮

護

し

地

主

を

擁

護

す

る

π

め

に

、

ブ

カ

ナ

ン
の
地

代

濁

占

論

に

野

し

て

は

非

濁

占

論

、

地

代

有

害

論

に

封

し

て

は

有

盆

論

を

主

張

し

た

も

の
で

あ

る

が

、

此

の

マ
ル
ず

ス
の

..ぎ
ρ
三
受

.、
並

び

に

、.Ω
『。
茸

島

o
h
9
昌
ρ

)一巴
9
一、、
に

蜀

し

て

リ

カ

ー

ド

は

論

駁

の

一
書

、.H島

器

=
8

鼠

目
o
ミ

中

醐8
・..
を

著

は

し

、

蝕

に

雨

者

の
間

に
政

策

上

の

論

箏

が

そ

の
端

を

開

く

事

と

な

つ
π

の

で

あ

る

。

私

は

、

以

上

の
如

き

極

め

て

簡

軍

な

る

一
瞥

を

そ

の
當

時

の
経

濟

的

肚

會

状

態

に
與

へ
る

に

止

め

て

、

直

ち

に
本

論

に

入

る
事

と

す

る

。
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●
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商

學

討

究

第
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巻

(
下
)

弓
o
鴫
邑
δ
ρ

ぎ

自
口
馨
ユ
巳

図
o
く
o
ご
二
〇
戸

や

刈
P

理

論

偶

地
代
理
論
の
研
究
課
題

三
六
四

地
代
理
論
と
し

て
取
扱
は
ん
と
し
力
問
題
は
、

マ
ル
ヶ

ス
に
竜

リ
カ

ー
ド
に
嵐
共
通

の
も

の
で
あ

る
か
ら
、
私

の

比
較
研
究

に
と

つ
て
は
極

め
て
好
都
合
で

あ
る
。

マ
ル
サ

ス
の
著
書

に
は

『
地
代

の
性
質
及

び
塘
進

、
並

び
に
地
代

の
決
定
さ
れ
る
諸

法
則

に
關
す

る
研
究
』

と
云
ふ
表
題

が
附

い
て
居
る
。

之
に
劉
し
て
、
リ
カ

ー
ド
も

「
地
代

の
性

質

及
び
そ
れ

に
よ

つ
て
地
代

の
騰
落
が

左
右
さ
れ
る
所

の
法
則

の
研
究
qD
」

を
な

さ
ん
と
し

て
居
る
。
斯

く
て
、
雨

者

は
共

に
、
地
代
を
定
義
す

る

こ
と

に

よ

つ

て

そ

の
性
質
を
明
か
に
し

、
更

に
進
ん
で
地
代
登
生

の
原

因
を

探
究

し

、
そ

の
壇
減
を
支
配
す

る
法
則

の
研
究

に
入

つ
て
、
そ

の
理
論
を
鮮
明
な
ら
し

め
ん
と
し

て
居

る
黙
に
於

て
は
、

全
く

一
致
し

て
居
る
の
で
あ

る
。

働

地

代
の
定

義

マ
ル
サ

ス
は
、

「
土
地
の
地
代
と

は
、
そ

の
當
時

に
於
け
る
農
業
資

財
の
利
潤

の
通
常
傘

に
よ

つ
て
評
慣

さ
れ
π



所

の
投
下
資
本

の
利
潤
を
も
包
含
し

て
、
そ

の
種
類

の
何
π
る
を
問
は
ず

耕
作
に
属
す

る
凡
て
の
出
費

が
、
全
生
産

物

の
慣

値

の
中

か
ら
支
彿
は
れ
た
後

に
、
土
地

の
所

有
者

に
残

る
所

の
そ

の
部
分

で

あ

る

と

定
義
す

る
事

が
出
來

る
㈲
。
L
と

云
ふ
。
之

に
劃
し

て
リ
カ

ー
ド
は
、
そ

の
著

『
穀

物

の
低

い
慣
格

が
資

財
の
利
潤

に
及
ぼ
す
影
響
』

の
怒

頭
に
於

て
、

マ
ル
サ

ス
の
定
義
を
其
儘

引
用

し

て
、

「
マ
ル
ず

ス
は
極

め
て
適
切

に
地
代
を
定
義

し
て
居

る
④
」

と

附

言
し

て
、
全
く

同
意
を
表
し
て
居
る

の
で
あ

る
。

而
て
、

『
原
論
』

に
於

て
竜
爾
此
定
義
は
維
持

せ
ら
れ

、

「
地

代
は
常
に

二
つ
の
同

一
分
量

の
資
本
及
び
勢
働

の
使
用

に
よ

つ
て
得

ら
れ
π
生
産
物
間

の
産

額
で
あ

る
ω
」

と
述

べ

ら
れ
て
あ

る
。
即
ち
、
土
地

の
全
生
産

物

の
債
値

の
中
か
ら
、

一
切

の
生
産
出
費

を
控
除

し
π
後
に
、
地
主

の
手

に

残

る
部
分
が
地
代
で
あ

る
。

「
乍
然

、
そ
れ
は
屡
資
本

の
利
子
及

び
利
潤
と
混
同
せ

ら
れ
…
…

…
通

俗
的

の
言
葉

に
於

て
に
、
年

々
百
姓

に
よ

つ

て
彼

の
地
主

に
支
彿

は
れ
る
所

の
も

の
に
は
何
に
で
竜
摘
用

さ
れ
て
居
る
㈲
」

け
れ
ど
も

、

「
地
代

を
左
右
す

る
法

則
は
、
利
潤

の
過
程
を
左
右
す

る
所

の
も

の
と
は
非
常

に
異

つ
て
居
る
⑥
」

か
ら
、
爾
者
は
嚴

密
に
匠

別
せ
ら
れ
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
も

の
で
あ

る
。

き
れ
ば

、
リ
カ

ー
ド
は

「
地
代
は
土
地

の
生
産
物

の

一
部
で
あ

つ
て
、
そ

れ
は
土

壌

の
本
源
的
な
而

て
不
可
壊
的
な
力

の
使
用

に
封
し

て
、
地
主

に
支
彿

は
る

＼
所

の
も

の

で

あ

る
ω
。
」
と
定
義
し

て
、
地
代
即
ち

「
耕
作

に
用

ひ
ら

れ
π
資

本

の
利
潤
及

び
勢
働

の
賃

銀
を
支
彿

ふ
に
必
要
な
も

の
以
上

の
慣

格
の
超

地
代
理
論
の
歴
史
に
於
け
る

マ
ル
サ
ス
の
地
位

三
六

五
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六

過
㈲
L

は
自
然

の
力

の
使
用

に
劉
し

て
支
彿
は
れ

る
所

の
報

酬
で
あ

る
事

を
明
か

に
示
し

π
。

之
に
封

し
て
、

マ
ル
サ

ス
は

「
若
し
も
、
資

財

の

一
般
的
利
潤
が

二
+
%
で
あ

う
、
土
地

の
特
別
な
部
分
が
、
使

用

さ
れ
π
資
財

に
劃
し

て
三
+
%
を
舞

げ
る
な
ら
ば
、
何
人
が
受
取

る
に
せ
よ
、
三
十
%

の
中

の
曹十
%
は
明
か
に
地

代
で
あ
る
㈲
。」
と
述

べ
て
、
利
潤
と

地
代
と

の
匠
別
を
明
か
に
し

て
居
る
の
み
な
ら
ず
、
叉

、
地
代
は

「
土
壌

の
本

源
的
な
而
て
不
可
壊
的
な
力

の
使
用
」
に
甥
し

て
支
彿

は
れ
る
と
な
す

リ
カ

ー
ド
の
説

に
封
慮
し

て
、
そ

れ
は

「
棘

の
賜
物
回
」
π

る

「
或
る
性
質

を
有
す

る
土
地

の
上

の
定
着
物
と
し

て
働
」
生
ず

る
も

の
と
観
念
し

て
居

る

の

で

あ

る
。

マ
ル
サ

ス
は
此
黙

に
於

て

「
自
然

的
秩
序

の
知
識

は
人
を
導

い
て
紳

に
到
ら

し
め
、
紳

よ
り
人

に
與

へ
ら
れ
π

る
法

則
の
善
良

巧
妙

な
る
を
認

め
し

む
べ
き
旨

を
繰
返
し

て
倦

む
所
な
か
う
し
岡
」

フ
イ
ヂ
オ
ク
ラ
ッ
ト
の
影
響

を

受
け
て
居
う
、

且

つ
彼

が
牧
師
で
在

つ
π
事

が
あ

つ
π
と
言
ふ
事

に
よ

つ
て
、
斯
く

の
如
く
其

の
所
論

に
は
幾
分
宗

敷
的
色
彩
が
残
存
し

て
居

る
。
乍
然
、
『
脚

の
恩
恵
』

も
現
實

世
界

に
在

つ
て
は
具
膿
的
な
る

『
土
壌

の
性
質
㈲
』
と

し

て
其

の
姿

を
顯

現
す
る
も

の
で
あ
う
、
只
土
壌

は
騨

の
恩
恵

に
よ

つ
て
鯨
剰

生
産
物
を
生
産
す

る
性
質

を
賦
與

せ

ら
れ
る
に
過
ぎ

な

い
も

の

で

あ

る
と
言
ふ
事
を
認

め
π

マ
ル
サ

ス
は
、

「
地
代

を
生
ず

る
所

の
斯

か
る
土
地

の
カ

は
、
確

か
に
そ

の
豊
饒
性

に
比
例
し

て
居
る
團
」
と
読

明
し
て
居
る

の
で
あ

る
。

雨
者

の
考
は
、
之
を
純
粋

に
理
論
的

に
観
察
す

る
と
、
結
局

、
地
代
は

『
土
地

の
力
』

に
負

ふ
も

の
で
あ

る
と

言
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宍
入

「
地
代
の
直
接
の
原
因
は
、
明
か
に
粗
生
々
産
物
の
市
揚
に
於
け

る
責
債
が
生
産
費
以
上
に
超
過

す

る

事
で
あ

る
。
從

つ
て
、
此
の
研
究
に
野
し
て
第

一
に
現
は
れ
る
封
象
は
、
粗
生

々
産
物
の
高

い
債
格
の

一
或
は
多
く

の
原
因

で
あ
る
ω
。
」

「
粗
生

々
産
物
の
高

い
慣
格
の
諸
原
因
は
三
個
で
あ
る
と
言
ふ
事
が
出
來

る
で
あ
ら
う
。

第

一
に
、
且
つ
主
と
し
て
、
土
地
の
上
に
使
用
さ
れ
π
人

々
を
維
持
す
る
に
要
す
る
よ
う
も

一
層
大
な
る
生
活

必

需
品
を
産
出
し
得
る
土
壌

の
性
質
。

.

第

二
に
、
自
ら
そ

の
需
要
を
創
造
し
、
若
く
は
生
産

さ
れ
だ
必
需
品

の
分
量
に
比
例
し
て
需
要
者

の
人
数
を
壇
加

す
る
事

の
出
來

る
生
活
必
需
品
の
特
性
。

而
て
、
第
三
に
、
最
も
肥
沃
な
る
土
地
の
比
較
的

に
稀
少
な
る
事
@
。
」

此
の
命
題
を
、
彼

の
地
代
號
生
に
關
す
る
他
の
説
明

の
全
禮
と
相
劃
照
し
て

「
極
め
て
注
意
深
く
且

つ
繰
う
返
し

て
熟
讃
し
尤
後
ω
。
」
私
は
次
の
主
張
に
到
達
せ
ざ
る
を
得
な
か

つ
尤
。

先
づ
、
粗
生

々
産
物
の
高
慣
な
る
原
因
の
第

一
と
し
て

マ
ル
サ

ス
の
墨
げ
た
も
の
に
關
し
て
述
べ
る
と
、
既
に
地

代
は
全
生
産
物

の
慣
値
の
中
か
ら
生
産
費
を
控
除
し
尤
後
に
地
主
の
手
許
に
淺
る
超
費
除
剰
か
ら
成
る
も
の
で
あ
る

と
観
念

せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
地
代
が
登
生
す
る
だ
め
に
は
土
地
に
は
必
然
的
に

「
土
地
の
上
に
使
役
せ



ら
れ
力
耕
作
者
を
維
持
す
る
よ
う
も

一
層
大
な
る
生
活
必
需
品
を
産
出
し
得
る
土
壌
の
性
質
」
が
無
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
常
然
で
あ
る
。
是
は
最
も
原
始
的
な
耕
作
條
件
で
あ

つ
て
、
斯
様
な
考
は
、

「
地
代
は
常
に
二
個

の
同

一
分

量

の
資
本
及
び
勢
働
の
使
用
に
よ

つ
て
得
ら

れ

π

生
産
物
間

の
差
額
で

あ

る
」
と
定
義
す
る
リ
カ
ー
ド
に
於
て
も

亦
、
勿
論
自
明
の
理
と
し
て
暗
黙
の
中
に
其
の
前
提
を
な
し
て
居
る
事
は
、
否
定
し
得
な

い
事
實
で
あ
る
。
然
し
、

ヘ

ヘ

へ

是
は
今
更
と
め
立

て

＼
説
明
す
る
必
要

の
な

い
卒

凡
な

る

一
前
提

π
る
に
止
ま

る
が
故

に
、
此

の
事

に
就

て
口
を
絨

し
て
居
尤

リ
カ

ー
13
の
方
が
賢

明
で
あ

る
と
言
は
ね
ば

な
ら

滋
で

あ
ら
う
。

第

二
の
原
因

に
關

し
て
は
、
そ
れ
は
彼

の
人

口
論
と
關
聯
す

る
も

の
で
あ

つ
て
、

マ
ル
サ

ス
が
、
生
活

必
需
品
は

自

ら
そ

の
需
要
を
創

造
し

て
人

口
を
塘
殖

せ
し

む
る
事
が
出
來
る
と
主
張
す

る
に
反
し

て
、
リ

カ
ー
ド
は

「
人

口
の

ヘ

へ

檜
進

に
件

れ
て
、
そ

の
食
物

の
供
給
を
多
く
す

る
事

が
出

來
る
榛

に
、
よ
う
劣
等
な
る
土
地
を
探
用
す

べ
く
徐
儀

な

く
せ
ら
れ
る
ω
」

と
論
じ
て
居

る
。
人

口
と
食
物
と

の
間

の
斯
か

る
相
關

々
係

に
於

て
、
何
れ
が
因
で
あ

・9
何
れ
が

果
で
あ
る
か
と
言

ふ
事

に
就

い
て
は
之
を
人

口
論

の
領
域

に
譲
る
事
と
す

る
が
、
何
れ

に
し
て
も
、
雨
者

倶
に
人

口

論
と

の
關
聯

に
於

て
地
代
論
を
取

扱

つ
カ
と

言
ふ
黙

に
於

て
は
、
そ

の
軌

を

一
に
す
る
も

の
で
あ

る
と
言

ふ
事

が
出

ヘ

へ

來

る
。
然
し
、
是

竜
亦
輩
な
る
前
提

π
る
に
止
ま
b
、
原

因
の
名

を
要
求
す

べ
き

性
質

の
も

の
で
は
な

い
。

此

の
第

一
及

び
第

二
の
原

因
、
即
ち

マ
ル
サ

ス
の
謂

ふ
所

の

『
第

一
次
的
原
因
⑧
』
は
、
「
人
間
に
授

け
ら
れ
カ

る

地
代
理
論
の
歴
史
に
於
け
る

マ
〃
サ
ス
の
地
位

三
六
九
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帥

の
恩
恵
」
で
あ

つ
て
、
地
代

の
存
在

に
と

つ
て

「
絶
封
的

に
本
質
的
な
も

の
⑥
」
で
あ

る
。
從

て
、
「
若
し
竜
そ
れ

が
な
け
れ
ば

、
如
何
な

る
程
度

の
稀
少
性
も
…
…
…
地
代
を
生
ず

る
事

を
得
な

い
で
あ
ら
う
⑥
」

と

マ
ル
ず

ス
は
言

ヘ

ヘ

へ

も

も

ふ
。
叉
、
彼

は

「
粗
生

々
産
物

の
高
債

の
…
…
…
重

な

る
原
因
は
、
明

か
に
生
活

必
需
品
を
生
産
す

る
所

の
土
地

の

豊
饒

性
で
あ

る
ω
」

と
説
く
。
此

の
二
佃

の
命
題

は
文
字
上
で

は
相
矛
盾
す

る
が
如
く
で
あ

る
。
然

し
、
文
字

に
囚

は
れ
ず

に
彼

の
所
論

の
登
膿
を
深
く
槍

討
す

る
な
ら
ば

、

マ
〃
サ
ス
の
理
論

の
眞
意
が
奈
擾

に
存

す
る
か
は
制
断

に

ヘ

へ

難
く
な

い
。
彼

が
呼
ん
で

『
第

一
次
的
原
因
』
と
駕
す
所

の
竜

の
は
、
實

は
前
提
を
示
す

に
外
な
ら
な

い
。
そ
れ
が

地
代

の
存
在

に
と

つ
て
本
質
的

な
竜

の
で
あ

つ
て
、
若
し

も
そ
れ
を
欠
く
な

ら
ば

如
何
な
る
程
度

の
稀

少
性
竜
地
代

を
生
ぜ
し
む
る
事
が
出
來
な

い
と
言
ふ
事
、
及
び

そ

れ
が

『
神

の
恩
悪
』
と
稽

せ

ら

れ

る
事
、
1

こ
れ
等

の
事

ヘ

へ

は

マ
ル
ず

ス
の

『
第

一
次
的
原
因
』

な

る
も

の
は
實

は
前
提

を
意
味
す
る
に
過
ぎ
な

い
と

言
ふ
事

の
謹
櫨
と
し

て
役

立

つ
も

の

で

あ

る
。
而
て
、
此

の
前
提

は

『
脾

の
賜
物
』
と

し
て

『
最
も
肥
沃
な

る
土
地

の

比
較

的

に
稀

少
な
る

事
』
と

言
ふ
眞

の
原

因
の
中

に
其

の
姿

を
潜

め
る

の
で
あ

る
。

即
ち
、

「
地
代
は
神
が
人
間

に
與

へ
π
所

の
土
壌

の

最

も
貴

重
な
る
性
質

の
指
示
で

あ
る
㈲
。
」
と

マ
ル
サ

ス
は
説

く
。

斯
く

の

如

く

に

し

て
、

『
第

一
次
的
原
因
』

は
眞

の
原

因
π
る

「
最

も
肥
沃
な

る
土
地

の
比
較

的

に
稀

少
な
る

事

」

の
前
提
と
見

る
の
が
至
當
で
あ
う
、

マ
ル
ず

ス
自
身

竜
實
際
そ

の
説
明
を
行

ふ
に
際
し

て
は
、
此

の
第
三
原
因



腎

を
目
し

て

「
重

な
る
原
因
⑨
」
と
駕

し

て
居
る

の
で
あ

る
。
斯
く

て
、
地
代

の
登

生
を
説
明
せ
ん
が
だ

め
に
は
、

マ

ル
サ

ス
に
於

て
は
第

三
の
原
因

の
み
が
重
要

性
を
有
す

る
も

の
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で

あ
る
。

次
に
眞

の
原

因
と
認

む
べ
き
第
三

の
原

因

の
考
察

へ
と
進

む
。
そ
れ
は
、

「
最

竜
肥
沃
な
る
土
地
の
比
較
的

に
稀

少
な

る

こ
と
」
で
あ

る
。
而

て
、

「
土
壌

の
豊
饒
性
及
び
土
地

の
或

る
分
量

か

ら

の
生
産
物

の
必
從

的
豊
富

は
㈹
」

地
代

の

「
特
殊
的
原

因
但
」
で

あ

る
。

即
ち

マ
ル
サ
ス
は
、
最
も

肥
沃
な
る
土
地

に
は
限
度
が
あ

b
、
そ

れ
は
比
較

的
に
稀
少
で
あ
る
か
ら
、
耕
作
せ
ら
れ
泥
中
で
相
封
的
に
肥
沃
な
る
土
地
-

即
ち

『
耕
境
』

以
上
の
土
地
の
豊
饒

性
が

地
代

を
機
生
せ
し

む
る
も

の
で
あ

る
と
言

ふ
事
を
説

明
し

て
居

る
の
で
あ

る
。

リ
カ
ー
ド
に
從

ふ
と
、

「
地
代
が

、
常

に
そ

の
使
用

に
劃
し

て
支
彿

は
れ

る
の
は
、
と
う
も
直

さ
ず

、
土
地
が
分

量

に
於

て
無
限
で
な
く

且

つ
地
質

に
於

て

一
様
で
な

い
か
ら

…
・で
あ

る
@
。
」
用
語

こ
そ
異
な

れ
、
之

は
全
く

マ
ル

ず

ス
と
同

一
の
考

を
表
現
し
カ
も

の
で
あ

る
事

に
疑

は
な

い
。

リ
カ

ー
ド
は
土
地

の
稀

少
性
が
、
地
代
磯

生

の
原

因

で
あ

る
と
力
説
す

る
け
れ
ど
竜

、
稀

少
性
に
よ

つ
て
生
ず

る
地
代

は
必
ず

『
耕
境
』

以
上

の
相
劃

的
豊
饒
性
を
有
す

る
土
地

の
上
に
於

て

璽
あ

る
。
そ
れ
故
に
、
地
代
は
肥
沃
な
る
土
地
の
稀
少
な
る
が
故

に
生
ず

る
と
言

ふ
べ
き
で
あ

る
。
そ
れ
を
、

リ
カ

ー
ド
は
稀
少
性

に
重
き
を
置
き

、

マ
ル
サ

ス
は
豊

饒
性
に
重
黙
を
置

い
て
説
明
し

て
居
る
の
で

あ

る
。
加
之

、

マ
ル
ず

ス
竜
第
三

の
原
因
と
し

て
稀

少
性
を
説

い
て
居
る

の
で
あ

る
か
ら
、
實

質
上
爾
者

の
見
解

に

塊
代
理
論
の
歴
史
に
於
け
る
マ
ル
サ
ス
の
地
位

三
七

一
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は
何
等

の
差
異
竜
存
し
な

い
、
と
言

は
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ

る
。

斯
く

て
、

マ
ル
ず

ス
に
於
て
は
幾
分

不
明
瞭
な
る
表

現
を
得

て
居

尤
も

の
が
、

リ
カ

ー
ド
の
手
を
通

る
事

に
よ

つ

て
、

マ
川
ず

ス
の
所
謂

『
第

一
次
的
原
因
』
即
ち
前
提

π
る
べ
き
事
柄

は
除

外
せ
ら

れ
て
、
以
前

よ
う
明
瞭

に
且

つ

軍

一
に
書
き
改

め
ら
れ

π
事

は
確

か

で

あ

る

が
、
そ

れ
は
決
し

て
リ
カ
ー
ド
に
於

て
も
完
全
無
映
と

は
言

ひ
得

な

い
。
吾

々
は
、
彼

等

の
學
説

の
中

に
今

日
か
ら
見

て
も
爾

且

つ
完
全
無
敏

な
る
異
理
を
見
出

さ
う
と
欲
す

る
竜

の
で

モ

メ

ソ
ト

は
な

い
。
吾

々
の
爲

す
べ
き
事

は
、
現
代

の
學
説

の
核
心
を
形
成

し

て
居

る
契
機

の
關
聯

に
眼
を
注
ぐ
事

で
あ
る
。

ア
ウ

フ

ヘ
ロ

ベ
ヅ

リ
カ

ー
ド
が

マ
ル
ず

ス
を

止

揚

し
て
居

る
と
観

る
の
は
正
し

い
に
し

て
も
、
斯
か

る
止
揚

は
、
決
し
て
軍
な
る
無

覗
叉

は
排

斥
で

は
な
く
、
却

て
り
ヵ

ー
ド
の
新

な
る
説
明
が

マ
ル
サ

ス
の
古

い
理
論

の
辮
謹
法
的
登
展

の
産

物
で
あ

モ
メ
ソ
ト

る
事

を
意
味
す

る
竜

の
で
あ

る
。

即
ち
後
者

が
前
者

の
中

に
契
機
と

し
て
君
臨
し

て
居
る
の
で
あ

る
。
斯
か

る
契
機

關
聯

の
立
場

か
ら
見

る
と

、

マ
ル
ず

ス
の
理
論
の
中

に
は
、
既

に
明
白
な
る
形
態
を
と

つ
て
、
近
代
的
差
盆

地
代
論

や
メ

ソ
ト

を

形

成

す

る

所

の
契

機

が

、
…

お
9

。
σ
・
器

ω
冨
。
ヨ
。
暮

と

し

て

、

存

在

し

て

居

る

を

事

を

看

遁

す

課

に

は

行

か

な

い

の
で

あ

る

。

×

X



從

つ
て
、
地
代
螢
生
の
経
過
の
説
明
に
於
て
も
本
質
的
に
異
る
所

の
何
物
を
も
見
出
す
之
と
が
出
來
な

い
。

マ
ル
サ

ス
は
、
地
代
登
生

の
経

過
を
次

の
様

に
説

明
し

て
居

る
ー

「
肚
會
の
初
期
、
即
ち
も

つ
と
は

つ
き
う
言
ふ
と
、
多
分
奮
肚
會

の
知
識
と
資
本
と
が
、
新
し

い
豊
饒
地

の
上
に

用

ひ
ら
れ
る
時
に
於
て
は
、
此
の
蝕
剰
生
産
物
即
ち
紳

の
澤
山
な
る
賜
物
は
、
著
し
く
高

い
利
潤
と
著
し
く
高
い
賃

銀
と
し
て
現
は
れ
、
地
代
の
形
式
と
し
て
は
殆
ん
ど
あ
ら
は
れ
な

い
。
豊
饒
地
が
充
分
で
あ

つ
て
、
土
地
を
乞
ふ
者

は
誰
で
も
土
地
を
持

つ
事

の
出
來
る
揚
合
に
は
、
地
主

に
劃
し
て
地
代
を
支
彿
ふ
者
の
な

い
事

は
勿
論
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
斯
か
る
状
態
が
縫
績
す
る
事
は
、
自
然
の
法
則
及
び
地
球
の
制
限

・
性
質
と
相
容
れ
な

い
も

の
で
あ

る
。
何
れ
の
國
に
於
て
も
、
必
ず
土
壌
及
び
位
置
の
様

々
な
種
類
が
存
在
す
る
に
相
違
な

い
。
凡
て
の
土
地
が
、
最

も
豊
饒
で
あ
る
と
言
ふ
事
は
あ
う
得
な

い
。
叉
、
凡
て
の
位
置
が
、
航
行
可
能

の
河
川
或
ひ
は
市
揚
に
最
も
近
接
し

て
居
る
事
は
あ
う
得
な

い
。
然
し
乍
ら
、
最
も
自
然
的
豊
饒
性
に
富

み
位
置
上
の
最
大
便
盆
を
有
す
る
土
地

に
使
用

せ
ら
れ
る
資
本
よ
り
以
上
の
資
本
の
蓄
積
は
、
必
ず
利
潤
を
低
下
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
方
、
生
活
資
料

以
上
に
塘
加
す
る
人
口
の
傾
向
は
、

一
定

の
時
を
経
過
し
π
な
ら
ば
、
勢
働

の
賃
銀
を
低
下
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
。

生
産
出
費
は
斯
く
し
て
減
少
す
る
。
然
し
生
産
物
の
債
値
、
即
ち
勢
働
の
分
量
並
び
に
債
値
が
支
配
し
得

る
所
の

地
代
理
論
の
歴
史
に
於

け
る

マ
ル
サ
ス
の
地
位

三
七
三
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物
以
外

の
他

の
勢
働

の
生
産
物

の
分
量
は
減

少
さ

せ
ら
れ

る
代

う
に
培
加
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
そ
し

て
、
生
活
資

料
を
要
求

し
、
且

つ
彼
等

の
動
勢

が
役

立

つ
方
面
な
ら
如
何
な

る
方
面

に
で
も
そ
れ
を
喜
ん
で
提
供
す

る
人

々
の
歎

が
壇
加
す

る
で
あ
ら
う
。
そ

れ
故

に
、
食
物

の
交
換
慣

値
は
、
そ

の
當

時

に
於

け
る
實

際

の
利
率

に
從

ふ
所

の
土

地

に
投
ぜ
ら
れ
π
資
本

の
充
分
な

る
利
潤

を
竜
含

む
所

の
生
産
費

を
超
過
す

る
に
至
る
で
あ

ら
う
。
そ
し

て
此

の
超
過

が

即
ち
地
代
で
あ

る
紹
。
L
斯

く
し
て
、

「
そ

の
國
の
富

と

人
口
と
を
自
然
的

に
増
加
す
る
に
從

つ
て
、
豊
饒
な

る
地

域
が
比
較
的
稀
少
と
な

る
が
π

め
に
、
利
潤

と
賃
銀
と
が
下
落

し
初

め
る
や
否
や
、
地
代
は
利
潤

か
ら
分
離

し
始

め

る
事

が
わ
か

つ
控
幅
。
」

の
で
あ

る
。

リ
カ

ー
ド
も
亦
同
標
な
事

を
述

べ
て
居
る
。

「
或

る
國
に
始

め
て
植
民
し
た
際
に

、
そ

の
國
内
に
豊
饒

肥
沃
な

る
土

地
が
豊
富

に
あ
り
、
實
際

の
人

口
を
維
持

す

る
に
は
唯
そ

の
極

少
部
分
の
耕
作

を

必
要
と
す

る
か
、
或
は
更

に
そ

の
部
分

の
土
地
は
人

々
の
自

由

に
な
し
得

る

所

の
資
本
を
以

て
耕
作
し
得

る
時

に
は
、
鼓

に
は
ま
だ

地
代

は
な

い
で
あ

ら
う
帖
。
」
「
肚
會

の
進

歩
に
件

ひ
、
第

二

位

の
肥
沃
度

の
土

地
が
耕
作

さ
る

＼
に
至
る
時
は
、
地
代
は
直

ち
に
第

】
等

の
地
質

の
土
地

に
螢

生
し
始

め
る
。
而

て
そ

の
地
代

の
量

は
、
此
等

二
つ
の
部
分

の
土
地

の
地
質

に
於

け
る
差
異
如
何

に
依
存
す
る
で
あ

ら
う
。
第
三
等

の

地
質

の
土
地
が
耕
作
せ
ら
る

＼
に
至

る
時

は
、
地
代

は
直
ち

に
第

二
等

地
に
登
生
し
始

め
、
而
て
そ
れ
は
前

の
様

に



.
彼

等

の
生
産
力

に
於

け
る
差
異

に
よ

つ
て
左
右

さ
れ
る
。
同
時

に
、
第

一
等

地
の
地
代

は
騰
貴
す

る
で
あ

ら
う
。
何

と
な
れ
ば

、
そ

れ
は
常

に
第

二
等

地

の
地
代

よ
う
も

、
此
等

二
個

の
土
地
が
與

へ
ら
れ
た
分
量

の
資

本
及
び
勢

働
を

ぬ

へ

以

つ
て
生
産
す

る
所

の
生
産
物
間

の
差
だ

け
、
よ
う
多
く
な
け
れ

ば

な

ら

な

い
か
ら
。
人

口
の
壇
進

は

一
國
を
し

て
、
そ

の
食
物

の
供
給
を
多
く
す

る
事

を
得

せ
し

む
る
が

た
め
に
、
よ
り
劣

等
な

る
土
地
を
採
用
す
る
事
を
鯨
儀

な

ヘ

へ

く

せ

し

む

る

に

至

る

で

あ

ら

う

が

、

に
れ

あ

る

度

毎

に

地

代

は
総

て

の

よ

り

肥

沃

な

る

土

地

に

於

い
て

騰

貴

す

る

で

あ

ら

う
師
。
」

斯

く

の

如

く

に

し

て

、

雨

者

は
共

に

牧

穫

逓

減

の

法

則

を

認

識

し

、

し

か

竜

そ

の
法

則

の

作

用

を

う

け

て

地

代

は

稀

少

性

を

有

す

る

所

の
土

地

の
生

産

力

の
差

異

即

ち

相

封

的

肥

沃

度

の
差

異

に

よ

つ

て
相

封

的

優

良

地

に

劉

し

て
登

生

す

る

と

云

ふ

差

盆

地

代

の

観

念

に

到

達

し

て

居

る

と

云

ふ
黙

に

於

て

は

、

正

に

一
致

し

て

居

る

の
で

あ

る

。

ω

嵐
巴
9
塁
℃
Hお
昌搾
ざ

℃
・
悼
.

②

ま
崔
略
℃
・
鉾

③

子
峯
"
恒

N

ω

零
$
a
o
℃
即
ぎ
o骨
げ
ω矯
℃
・
ミ
・

⑤

蜜
巴
費
5
9
H蕗
三
藁
鳩
℃
●
鉾

⑥

ぎ
峯
も
℃
●
や

地
代
理
論
の
歴
史
に
於
け
ろ
マ
ル
サ
ス
の
地
位

三
七
五



θ

商

學

討

究

第

二
巻

(
下

)

ω

ま
凶2

℃
9
h
ω
.

⑤

芒
一2

℃
.
ま

・

⑨

ま
一ら
6
や

ご

●

-o

H

浮
乙
・
勺
.
国
い
.

切

空

。9
a
。
㌔

音

。
覧

3

で
・
ミ

・

駅

曇

豆

冨

ξ
鴇
℃三

刈⊥

鉾

(16)(15)(14)

ま

乙

・℃
犀

舘

.

空

雷

a

9

中

言

o
即覧

o
ω
矯
℃
・
轟
ひ

一三

島
●博
℃
■
ミ

・⑪

地
代
と
債
格
形
成

三
七
六

斯
く
の
如
く
に
し
て
襲
生
す
る
差
盆
地
代
は
領
格
と
如
何
な
る
關
係
に
立

つ
か
と
云
ふ
事
が
、
次

の
課
題
と
な
つ

て
現
は
れ
て
來
る
。
'

先
づ
、
生
産
物
の
慣
格
は
如
何
に
し
て
決
定
せ
ら
れ
る
か
P
と
の
問
に
劉
し
て
、

マ
ル
サ
ス
は
答

へ
る
。

「
凡
て

の
進
歩
的
國
家
に
あ

つ
て
は
、
生
産
物
の
債
格
は
、
實
際
上
使
用
せ
ら
れ
て
居
る
最
も
貧
弱
な
地
質

の
土
地
に
於
け

る
生
産
費
、
叉
は
殆
ん
ど
或
は
全
く
地
代
を
件
は
な

い
農
業
資
財
の
通
常
の
報
酬

の
み
を
畢
げ
る
所
の
古

い
土
地
に



、

於

て
附

加
的

生
産

物
を
牧
む

る
費
用

、
と
等

し
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ω
」

と
。

リ
カ

ー
ド
竜
此

㊨
考
を
其
儘

纏
承

し
て
、

「
凡
て

の
貨

物

の
交
換
債
値
は
、
常

に
、
極

め
て
好
都
合
で
あ

る
。
即

ち

、
最
竜
不
利
な

る
事
情

の
下

に
於

て
そ
れ
ら

の

も
の
を
生
産

し
績

け
る
人

々
に
よ

つ
て
、
そ

の
生
産

に
必
然
的

に

費

さ
れ
た
る
よ
り
多

量

の
勢
働

に
よ

つ
て
左

右
さ
れ

る
の
で
あ

る
。
最
も
不
利
な

る
事
情
と

は
、
そ

の
下
に
於

て
、

要

求

さ

れ

た

生
産
物

の
分
量

が
、
生
産
を
織
績

す
る
事
を

必
要

と

す

る

所

の
、
最

も
不
利
な

る
事
精

を

意
味
す

る
②
。
」

と
述

べ
て
、
耕
境

に
於

け
る
生
産
費

が

「
同
質

の
穀
物

に
は

二
個

の
債
格
が
存
在
し
得
な

い
ω
」
と

云
ふ

一

物

一
慣

の
法
則

(
無
差

別

の
法
則
)

に
依

つ
て
、
凡

て
の
同
質

の
生
産
物

の

「
必
要
慣
格
ω
」
を
決
定

す

る
と

云
ふ

「
最
も
重
要

な
る
眞

理
㈲
」

を
説
明
し

て
居

る
。

斯
く

の
如
く

に
し

て
、

「
進
歩
的
國
家

に
於

け
る
穀
物

は
、
實
際

の
供
給
を
基
げ

る
の
に
必
要

な
る
慣
格
で
責
ら

れ
、
且

つ
此

の
供
給
が

盆

々
困
難
と

な
る
に
件

れ
て
、
償
格
も
之

に
比
例
し

て
上
騰
す

る
㈲
。
」
そ

の
結
果
と
し

て
、

耕
境

以
上

の
比
較
的
優

良
地
は

「
そ

の
優

良
性

に
比
例
し

て
地
代

を
齎
ら
さ
な

け
れ
ば
な
ら

な

い
ω
」

の
で
あ

る
。

夫
故

に
、
耕
境

に
於

け
る
生
産
物

の
領
格

は
そ

の
生
産
費

と
相
等

し

い
竜

の
で
あ

る
か
ら
、

「
貧
弱
な
る
土
地
拡

「…
:
…
何
等

の
地
代
を

竜
齎
ら
し
得
な

い
㈲
」
事

と

な

る
。
舷

に
、
彼
等

の
地
代
論

の
特
徴
が
濁
占
地
代
論
で

は
な

く
差
盆

地
代
論
π

る
に
在
る
事

の
明
か
な
る
謹
篠
が
あ
る
。

地
代
理
論
の
歴
吏
に
於
け
ろ
マ
ル
サ
ス
の
地
位

三
七
七



商
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究

第
二
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(
下
)

三
七
八

マ
ル
ず

ス
に
依

る
と
、
生
産

物

の
慣
格
を
決
定
す

る
も

の
は
耕
境

に
於
け

る
生
産
費

、
詳
し
く

云
ふ
と
賃

銀
と
利

潤
と
で

あ

る
か
ら

、
當
然

の
蹄

結
と
し

て
地
代

は
慣

格

の
決
定

に
参
加
す
る
事

を
拒
懐

れ

て
居
る
も

の
で

、
此
黙
に

關

し
て
は
何
等

の
疑
竜

さ
し
は
さ
み
得
な

い
の
で
あ

る
。

「
此
事
を
明
か

に
了
解
す
る
事

は
、
経
濟
學

に
と

つ
て
最

も
重
要

な
事
で

あ

る
⑨
。
」
と
信
ず

る
リ

カ
ー
ド
は
、
巧
み

に
此

の
間

の
清

息
を
傳

へ
て
、
「
地
代
が
支
佛
は

れ
る
か

ら
穀
物

が
高

い
の
で
は
な
く

て
、
穀
物
が
高

い
か
ら

地
代
が
支
彿

は
れ

る
の
で
あ

る
呵
。
」
故

に

「
地
代

は
毫

も
そ

の

債
格

の

一
構
成
部
分
と
し

て
入
う
込
ま
な

い
し
、
叉

入
う
込

む
こ
と
が
出
來

な

い
0ぼ
。
し
と
述

べ
て
居
る
。

.
斯
く

て
、
此

の
黙
に
關
し

て
も
、

り
ヵ

ー
ド
と

マ
ル
サ

ス
と

の
間

に
異
見

を
見
得

な

い
の
で
あ

る
。

り

冨
巴
9
g
℃
ぎ
ρ巳
q
匂
"唱
●
Qいー
U9
犀
ず
o号
♂
m"
℃
.
属
9

似

男
琶

亀

「団豊
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③

ω
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働

地
代

の
壇

減

以
上
述
べ
來

つ
虎

所

に

よ

つ

て
、
吾

々
は
、
土

地

の

生
産
物

の
慣
格

(
P
)
は
凡
て
、
耕
境

に
於

け

る

生
産

費

(
C
)
に
よ

つ
て
決
定

せ
ら
れ
、
相
劃
的
優

良
地
は
自
己

の
生
産
費

(
S
)
と
生
産

物
の
慣
格

(
P

)
と

の
差

盆

と
し
て
地
代

(
R
)
を
登

生
せ
し

む
る
と
云
ふ
理
論

、
即
ち
、

団

11

0

0

V

ω

団
-

し∩
H

即

と

云

ふ
事

に
關

し

て

は

、

マ
ル

サ

ス
と

リ

ヵ

ー

ド
と

全

く

意

見

を

同

じ

う

し

て
居

る
事

を

論

謹

し

π

。

而

て

、

地

代

の

壇

減

は

全

く

P

と

S

の
間

の
開

き

如

何

に
依

存

す

る

も

の

で

あ

る

か

ら

、

差

盆

地

代

の

本

質

上

、

団
"
国

(
4

ヤ

ヰ

瀕

㊦

繭

醤

e
澄

甑

吟

)

団
ー
も∩
占

H
因
古

団
l

Qっ
古

11
図
占

ω
"
内

(
思

皆

-

瓢
㊦

繭

蔚

C
澄

醸

中

)

塊
代
理
論
の
歴
史
に
於
け
ろ

マ
ル
サ
ス
の
地
位

三
七
九



商
學

討
究

第
二
巻

(下
)

三
八
〇

男
古
1
ω
"
口
古

用
占
I
oり
"
国
昌

(
面

e
4
Q∩
古
り肉
古
㌔
害

算
壌

^
ω
・
因
●
即

茜
営

嘩
郭

C
`
占

興
翼
導

脚
引
叫
。
)

と

な
る
事

は
、
固
よ
り
常
然

の
事

で
あ

る
。

先
づ

マ
ル
サ

ス
が
地
代

の
増
加

に
就

い
て
詳
細

に
説

明
し

て
居
る
所

に
耳

を
傾
け
る
。

「
よ
6
貧

溺
な

る
土
地
或

は

一
暦
市
揚

を
遠
去

る
所

の
土

地
は
、
最
初
は
何
等

の
地
代
を
基

げ
な

い
に
し
て
竜

、
利
潤
を
竜
含

む
耕
作

の
出
費

が
低
落
す
れ
ば

、
充
分
に
之
等

の
出
費

を
償

ひ
、
耕
作
者

に
何
等

の
損

失
を
も
蒙

ら
し

め
な

い
。
而
て
ま
π
資

財

の

利
潤
或
は
勢
働

の
賃
銀
の

一
方
、
或
は
此

の
雨
方

が
更

に
低
落

し
カ
な
ら
ば
、
更

に
貧
朋
な
る
土
地
或
は

一
層
地

の

利
を
得
ぎ

る
土
地
も
耕
作

せ
ら

る

＼
に
至
る
か
竜
知

れ
な

い
。
而
て
、
之
等

の
各
階
段

に
於

て
、
若

し
も
生
産

物

の

慣

格
が
低
落
し
な
け
れ
ば

、
地
代

の
上
騰
す

る
事

は
明
瞭
で

あ

る
eり
。
」
此

の
際

、
生
産
出
費

を

減

少
せ
し
む
る
原

因

は
、「
第

一
に
、
利
潤
を
低

下
せ
し

む
る
が
如
き
資
本

の
蓄
積

、
第

二
に
、
賃

銀
を
低

下
せ
し

む
る
が
如
き
人

口
の

壇
加

、
第

三

に

一
定

の
結
果
を
産
出
す

る

に
必
要
な
る
勢
働
者

の
歎

を
減
少
す

る
が
如
き
農
業
上

の
改
良
若
く

は
勤

勢

の
塘
加

、
及

び
浅
第
四

に
、
生
産

出
費

を
名
目
上
低
下
せ
し

む
る
事

の
な

い
様
な
、
需
要

の
塘
加

に
よ
る
農
業
生

産

物

の
慣
格

の
騰
貴
㈲
。
」
で
あ
る
。

「
上
述

の
四
原
因
の
作
用

に
よ

つ
て
、
生
産

物
の
債
格
と
生
産

手
段

の
費
用
と



の
差
額
が
塘
加
す

る
時

に
は
、
常

に
地
代
が
騰
貴
す

る
で
あ
ぢ
う
。
さ

れ
ど

、
之
等
四
個

の
原
因
が
す

べ

て
同
時

に

作
用
す

る
事

は
、
必
ず
し
も

必
要
で

は
な

い
。
π
だ

、
此
庭

に
述

べ
た
差
額

が
塘
加

し

さ

へ
す

れ

ば

足
ウ

る
ω
。
」

、
然

ら
ば
、

一
般
的
眞

理
と
し

て
、
地
代
は
生
産

物

の
慣

格
と
生
産

手
段

の
費
用

と

の
間

の
差
額
が
塘
加
す

る
に
從

ウ
て
、
常
然
上
騰
ず

る
も

の
と

云

ひ
得

る
で
あ
ら
う
ω
。
L

.
此
の
説

明

に
於

て
、

マ
ル
サ

ス
は

「
若
し
も
各
階
段

に
於

て
生
産

物

の
慣
格
が

下
落

し

な

け

れ

ば
」
と
云

ふ
事

(
団
11
囚
)
を
前
提

と
し
て
論

じ
て
居
る
の
で

あ

る
か
ら

、
耕
作

の
出
費

を
減
ず

る
事

(
Q。
占
)
が
、
地
代
を
塘
加

せ
し

む
る
事
と
な

る
。
即
ち
、

団
ー
ω
占
11
丙
言

而

て
、

マ
ル
サ

ス
は
そ

の
生
産
出
費

を
減
ず

る
原
因
を
四

つ
に
分

け

て
細
論
し

て
居
る
。
既

に
述

べ
だ
様
に
、
彼

は
賃

銀
と
利
潤

と
が
生
産
出
費

を
構
成
す
る
と
な
す
も

の
で
あ

る
か
ら
、
第

一
・
第

二
の
原

因
が
出
費

を
減
ず
る
事

は
、
何
等

の
説
明
を
竜
要

し
な

い
。
第

三

の
原
因
は
必
要
勢

働
者

の
歎

を
減
ず

る
竜

の
で
あ

る
か
ら
、
他

の
事
情

に

し

て
等
し
き
限

う
、
賃

銀
絡
額
從

つ
て
生
産

出
費

を
減

少
せ
し
む
る
事

と
な

る
。
第

四

の
原

因
は
、
例

へ
ば

マ
ル
ず

ス
自
身
が
説
明
し
て
居

る
様

に
、

「
或
る
特
定

國

の
粗
生

々
産
物

に
劉
し
て
、
四
園

の
國
民

の
間

に

一
大
繊
績
的
需

要
が
起

る
な
ら
ば
、
此

の
生
産

物

の
便
格

は
固
よ
う
著
し
く
騰
貴
す

る
で
あ
ら
う
。

而
て
耕
作

の
出
費

は
唯
緩
徐

に

地
代
理
論
の
歴
史
に
於
け
ろ

マ
ル
サ
ス
の
地
位

三
入

一
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同
じ
比
例
で
上
騰
す

る
か
ら
、
生
産
物

の
慣
格

は
永

い
間
著
し
く
先

に
進
み
、
改

良
に
劃
し

て

著

し

い

刺
激

を
與

へ
、
新

し

い
土
地
を
開
墾
す

る
控
め
に
多
く

の
資
本
を
用

ふ
る
事

を
漿
働
し

、
由
來

の
土
地
を
し

て

一
雇
生
産
的
な

ら
し

む
る
に
至
る
㈲
L

揚
合
で
あ

る
。
是

は
勿
論
實
質
的

に
は
生
産
出
費
を
威

じ
完
と
同

じ
結
果

に

な

る

の

で

あ

る
が
故

に
、
出
費
を
減
ず

る
原

因
の
第

四

の
も

の

と

な

し

π

の

で

あ

ら

う
が
、
慣

格
を

一
定
と
假
定

し

て
居

る

(男
"
内
)
第

一
・
二

・
三

の
原

因
と

一
緒

に
し

て
考
察
す

る
事

は
少
し
無

理
を
件

ふ
と
も
考

へ
ら
れ
る
。
し
か
し
、

何

れ
に
し

て
も
實
質
的
に
は
出
費

を
減
ず

る
と
同
じ
作
用
を
あ
ら
は
す
竜

の
で
あ

る
か
ら
、
地
代
を
塘
加

せ
し
む
る

ロ

事

に
は
少
し

の
憂
う
も
な

い
。

即
ち
、

マ
ル
サ

ス
は
、
国
"
囚

な

る
時

に
は
、
S

を
減
ず

れ
ば
減

ず

る
程
即
ち
&

の

唱
が
大
と
な
れ
ば
な
る
程

、
R

が
塘
大
す

る
事
即
ち
馬

の

如
が
大
と
な

る
事

を
、
説
明
し

て
居

る
の
で
あ

る
。

之

に
劃
慮

し

て
り
ヵ

ー
ド
は

日
ふ
、

「
地
代

の
騰
貴

は
、
國

の
富

の
檜
加

し

つ
＼
あ
る
結
果
で
あ
わ
、
又
そ

の
結

果
さ
れ
尤
人

口
に
封
し
て
食
物
を
供
給
す

る
事

の
困
難
な

る
結
果

で
あ

る
⑥
。
」
と
。
又

日
く

「
地
代
は
自
由

に
な
し

得

る
土
地
が

、
そ

の
生
産
力

に
於

て
減
退
す

る
時
に
、
最

も
迅
速

に
塘
加
す

る
ω
。」
即
ち

、

「
よ
う
少
く

な

い
生
産

上

の
報

酬
を
以

て
地
上
に
使
用
す

る
事
が

必
要
と
な

つ
て
來

る
所

の
附
加
的
資
本

の
そ

の
部
分
が
加

は
る
毎

に
、
地

代
は
上

騰
す

る

で

あ

ら

う
働
。
」
と
。

リ
カ
ー
ド
の
意
味

す

る
所
は
、
ω
h
囚

と
假
定
す

る
場

合
に
於

て
、
C

の
塘

加

、
從

つ
て
P

の
騰
貴

に
よ

つ
て
、
R

の
上
騰
が
惹
き
起

さ
れ
る
と

云
ふ
事

で
あ

る
。
即
ち

、



●

∩
古
11
弓
吉

℃
古
ー
し∩
翫
渕
古

で

あ
る
。

リ
カ
ー
ド

に
よ
る
と

、

「
人

口
は
そ
れ
を
雇
傭

す
る
爲

の
資
金
に
よ

つ
て
そ

れ
自

ら
を
調
節
す

る
。
そ

れ

故
に
常

に
資
本

の
塘
減

と
共

に
櫓
滅
す

る
④
」

も
の
で
あ

る
か
ら

、
資

本
の
蓄
積

は

必
然
的

に
人

口
從

て
有
効

需
要

を
壇
加
せ
し
め
る
。
此

の
需
要

を
満
す
駕

に
、
肚
會

は

よ

b

劣
等
な
る
土
地
を
耕
す

べ

く
鯨
儀

な

く

せ

ら

れ
、

Q∩
11
囚

な

る
に
も
不
拘

、
耕
境

に
於

け

る
生
産
出
費

(
C
)
が
盆

々
檜
大
し

て
行
く

。
而
て

∩
"
団
な
る
が
故

に
、

慣
格

を
騰
貴
せ
し

む
る
事

と
な

る

(
十
P

)
。
そ

の
結
果
、
恥
と
S
と

の
開
き
が
盆

々
大
と
な
う

、

「
資

本

の
蓄
積

は
地

ラ

代

を
騰
貴

せ
し

む
る
的
」
事
と
な

る
の
で
あ

る
。

斯
く

の
如
く
、
地
代

の
壇

大
な
る
同

一
現
象
を
説
明
す

る
露
に
、

マ
ル
サ

ス
は

噌
h
囚

と
假
定
と
し

て
S

の
減
少

を
取
扱

ひ
、

リ
カ

ー
ド
は

ω
11
困

と
假
定

し
て
、
P

の
騰
貴

を
問
題
と

し
π
。
そ
し

て
、
爾

者
は
そ

の
條
件

の
固
定

に
於

て
反
樹
側

に
立

つ
て
居
る
と
は
云

へ
、
結
局
目
指
す
所
は
P

と
S
と

の
間

の
開
き

の
塘
大

に
よ

つ
て
R
が
壇
大

す

る
と
云

ふ

一
事
を
論
謹
す

る
に
在
る
と

云
ふ
黙

に
於

て
は
、
何
等

異
る
所
が
な

い
。

地
代

の
下
落
な
る
現
象
も

、
そ

の
檜
加

の
揚

合
と
同
榛
な
る
過

程
に
よ

つ
て
反
甥

に
説
明

さ
れ
得

る
も

の
で
な
け

れ
ば
な
ら

綴
。
果
し

て
り
ヵ

ー
ド
於

て
は
、
「
(
地
代

の
騰
貴

と
)
同

甲
の
原

則
か
ら
次

の
事

が
起

つ

て

來

る
。

即

ヤ

へ

ち

、
地
上
に
同

一
分
量

の
資
本

を
使
用
す

る
事

を
不
必
要
と
し

、
從

つ
て
最
後

に
使
用

さ
れ

る
部
分
を
し

て
、
よ
り

地
代
理
論
の
歴
更
に
於
け
る
マ
ル
サ
ス
の
地
位

・

三
八
三
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生
産

的
な
ら
し
む
る
所

の
、
肚

會
に
於
け

る
何
等
か

の
事
情

は
、
地

代
を
低

下
す

る
で

あ
ら
う
。
人
口
は
、
そ
れ
を

雇
傭
す

る
虎

め
の
資

金
に
よ

つ
て
、
そ
れ
自
ら
を
調
整
す

る
。
そ
れ
故
に
、
常

に
資
本

の
壇
減
と
共

に
増
減
す

る
。

き
れ
ば

、
資

本

の
各
減

少
は
、
必
然
的

に
穀
物

に
劃
す

る
有
効
需
要

の
減

少

・
慣
格

の
下
落

・
及

び
耕
作

の
減
退
を

件

ふ
。
資

本

の
蓄
積

が
地
代

を
騰
貴

せ

し

む

る

と

反
劃

の
順
序
で

、
資

本
の
減
少
は
地
代
を
低
下

す

る

で

あ

ら

う
岡
。
」

此

の
説

明

に
於

て
も
、
リ
カ

ー
ド
は
同
様

に

ω
"
内

を
假
定
し

て
居

る
。

「
同

一
分
量

の
資
本
を
使
用
す

る
事

を

不

必
要
と

し
、
從

て
最
後
に
使
用

さ
れ

る
部
分

を
し

て
、
よ
り
生
産

的
な
ら
し

む
る
所

の
何
等
か

の
事

情
」

に
よ

つ

て
、
C
が
減

少
し
、
從

て
P
が
下
落
す

る
。
そ

の
結
果
は
明

か
で
あ

る
。
P

と
S

と

の
開
き
が
小
と
な
り

、
R
が
減

ず

る
。

.

叉

、

マ
ル
サ

ス
も
、
彼

の
地
代

塘
加

の
法
則

の
反
面
を
説
明
す

る
に
過
ぎ
な

い
。

曰
く

、

「
他
方
に
は
、
地
代

の

下
落
は
常

に
必
ず
劣
等

地
の
放
棄
及

び
優

良
地

の
織
績
的
衰
頽
と
非
常

に
必
然
的

に
關
聯

し
て
居

る
檬

犀
見

え
る
で

あ

ら
う
。
し

か
も

、
そ
れ
は
貧
窮
と
衰
頽
と

の
明
か

な

る

表

示
允

る

原
因
、
即
ち
減

少
せ

る
資
本
、
減

少
せ
る
人

口
、
劣

悪
な

る
耕
作
組
織
及

び
粗
生

々
産

物

の
低
廉

な
る
慣
格

の
自
然

的
且

つ
必
然
的
結
果
で
あ

る
僻
。
」

ヘ

へ

「
若
し
も
生
産
物
の
償
格
に
比
較
し
て
生
産
手
段
が
よ
b
高
慣
と
な
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は

(
生
産
)
手
段
が
比
較



的
稀
少
と
な

つ
力
事

の
明
か
な
徴
候
で

あ
る
。
而
て
、
貧
弱
な

る
土
地

の
耕
作

に
於

け

る
如
く
、
多
量

の
手
段
を
要

す
る
揚
合

に
は
、
そ

の

(
生
産

)
手
段
を
獲
る
資
力
が
不
足
し

、
從

て
そ

の
土

地
の
使
用

は
放
棄
せ
ら

れ
る
で
あ
ら

う
紹
。
L
と
。

即
ち
、

マ
ル
ず

ス
は
、
団
11
内

な

る
前
提
か
ら
出
登
し

て
、
.S

の
塘
加

に
よ
う
、
P

と
S

と

の
差
が
小
と

な
う
、

從

て
R
が
減
少
す

る
と
読
明
す

る
。

之
を
要
す

る
に
、

マ
ル
サ

ス
も

リ
カ

ー
ド
も
同

一
現
象

を
説
明
し
π

の
で
あ

つ
て
…
根
本
的

に
何
等

の
異
見
を
も

見
出
す

z
と
が
出
來
な

い
。
只
、
前

者
が

勺
1ー
囚

を
、
後
者
が

ω
11
囚

を
前
提
と
し

て
説

明
を
進

め

π

に

過

ぎ
な

い
。
爾
者
は
共

に
同

一
法
則

の
鮮

明

の
た
め
に
、
地
代

の
塘
減
な

る
現
象

の
本
墨
に
向

つ
て
、
そ

の
論
歩
を
進

め
π

事

は
否
定
す

べ
か
ら
ざ

る
事
實
で
あ

る
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
。

×

×

以
上

の
理
論
的
部
分

に
於

て
述

べ
て
來
π
所

は
、
読

明
を
簡
軍

な
ら
し

む
る
が
尤

め
に
、
豊

度

の
差

盆
地
代

を
主

と
し

て
來

た
。
勿

論
、
地
代

は
そ

こ
に
本
來

の
意
義
を
有
す
る

の
で
あ

る
け
れ
ど

も
、
リ

カ
ー
13
竜

マ
ル
サ

ス
竜
倶

ノ

に
地
代

の
親
念
を
援
張

し
て
、
地
位

の
差
盆
地
代

・
資
本

の
差

盆
地
代

に
就

い
て
竜

、
各

々
説
く
所
が
あ

る
。
し
か

し
、
此

の
黙

に
於

て
も
固
よ
う
雨
者

の
間
に
根
本
的
な

る
見
解

の
相
違

の
存
す

べ
き

課
が
な

い
の
で
あ

る
か
ら
、
此

地
代
理
論
の
歴
史
に
於
け
る
ヤ
ツ
サ
X
の
地
位

三
八
五
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黙

に

つ

い

て

特

に

述

べ

る

必

要

を

見

な

い

で

あ

ら

う

。

ω

三
巴
【喜

い矯
H超

9
藁
℃
℃
隔
い
H
●

②

讐
博2

唱
.
い
ρ

㈲

崔

2

℃
●
悼
9

ω

団甑
2

℃
5
ミ
.

㈲

一窪
畠
も
℃
.
蕊
.

⑥

⑦

男

叫§

伽
ρ

甲

一
昌
9

一①
。・
℃
国

い
"
.

⑤

⑨

ま

一2

℃
・
い
い
・

-0

11

一
甑

山
.℃
唱
・
い
9

ぐ

く

切

罫

喜

・
い
.
ぎ

曾

「
ざ

℃
.
い
N
・

駅

筐
2

ど

9

(

幽、'

場

三
入
六

B

地
代
に
蜀
す

る
観
念

(

既

に
論
謹

さ
れ
π
榛

に
、

リ
カ
ー
ド
の
地
代

理
論
は
そ

の
本
質
的
部
分

に
於

て
は
全
く

マ
ル
サ
ス
の
理
論
を
繰
返

し
π
も

の
で
あ

る
と

云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

(
此
黙

に
關

し

て
は
荷
後

に
述
べ
る
で
あ
ら
う
。
)



「

然

れ
ど

も
、
斯
く

の
如
く
同

一
法
則

の
支

配

の
下

に
機
生
増
加
す

る
地
代

に
封
し

て
、

マ
ル
サ

ス
と

リ
カ
ー
ド
と

は
如
何
な

る
観
念
を
抱

い
て
居
力
か
。
吾

々
は
今

、
此
黙

の
槍

討

の
順
序

に
在
る
。

マ
ル
サ
ス
は
そ

の
著

『
研
究
』

の
懇
頭

に
於

て
日
ふ
。

「
ア
ダ

ム
、

ス
ミ
ス
に
從

へ
ば

、
地
代
は
肚
會

の
三
大
階

級
が
支
持

せ
ら
れ

る
所

の
富

の
三
根
源

の

一
で
あ

る
。

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
に
よ
れ
ば

…

…
:
地
代

の
み
が
富

の
名

に
相
當

し

、
且

つ
國
家

の
租
税

を
負
憺
す

る
事
を
得

、
叉

租
挽
が
結
局
負
憺

せ
ら
る

＼
所

の
唯

一
の
資
源
で
あ

る
と
考

へ
ら

れ
π
ω
。
」
と
。

斯
く

の
如
く

、

ス
ミ
ス
及

び

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
と
同

一
の
見
地
に
立

つ

マ
ル
サ

ス
の
謂

ふ
所

の

「
富

は
、
慣
値

の

一

般
尺
度

の
高
低

か
ら
で
は
な
く

、
生
産

物

の
分
量

か
ら
成
う
立

つ
て
居
る
竜

の
で
あ

る
②
。
」

即
ち
、

「
地
代

は
軍

な

る
名

目
上

の
儂

値
で
も
な
く

、
嚢

力
國
民

の

一
階
級
か
ら
他

の
階

級
に
向

つ
て
、
不

必
要

に
且

つ
有
害
に
移
轄

し
虎

る
慣

値
で
竜
な
く

て
、
そ

れ
は
國
民
資
産

の
全
慣

値

の
中
で
最

も
眞
實

に
し

て
且
つ
本
質

的
な
部
分
で
あ

つ
て
、
自

然

の
法
則

に
よ

つ
て
、
そ

の
土
地

の
上

に
置
か
れ
カ
も

の
で
あ
る
⑧
。」

此

の
最
も
本
質

的
な
部
分

の
塘
加
は
、

「
富

及

び
繁
榮

に
件

ふ
必
然

の
結
果
で
あ
う
、

且
つ
そ

の
最

も
確
實
な

る
標
識
で
あ

る
ω
。
」
斯
く

て

「
地
代
が

凡
て
の
力

及

び
快
樂

の
源
泉
で
あ
る
と

云
は
れ

て
來
力

の
は
至
當
で
あ

る
㈲
。」

斯
く

の
如
く

、

マ
ル
サ

ス
は
地
代

は
國
富

の
源
泉

で

あ

る
と

観
念
す

る
が
故

に
、

「
地
主
階
級

に
就

い
て
云
ふ

地
代
理
論
の
歴
史
に
於
け
る

マ
ル
サ
ス
の
地
位

三
入
七
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と
、
彼
等

は
前

述

の
二
階
級

(勢
働
者
及
資

本
家
階
級

)

の
様

に
富

の
生
産

に
活
動
的

に
貢
献
し
な

い
け
れ
ど
も
、

そ

の
利
害
關
係

は
、
よ
り
近
く
、
よ
b
密
接

に
國
家

の
繁
榮
と
關
聯
し
て
居

る
⑥
」

の
で
あ

る
。

マ
〃
サ

ス
の
此
の
見
解

に
反
封
し
て
、
リ

カ
ー
ド
は
日
ふ
、

「
地
代

は
如
何
な

る
揚
合

に

も

富

の
創
造
で

は

な

く

、
そ

れ
は
常

に
既

に
作
う
出

さ
れ
π
富

の

一
部
分
で
あ

る
ω
。」

「
地
代

の
騰
貴
は
常

に
、
國

の
富

の
塘
加
し

つ
＼
あ

る
結
果
で
あ
う
、
又
そ

の
壇
加

せ
ら
れ
π
る
人

口
に
劃

し
て

食

物
を
供
給
す

る
乙
と

の
困
難
な
結
果
で
あ

る
。
そ
れ
は
富

の
徴
候
で

は
あ

る
が
、
決
し

て
富

の
原

因
で
は
な

い
。
.

何
と
な
れ
ば
、
富
は
地
代
が
静

止
し
或

は
術
低
下
し

つ
＼
あ

る
際

に
屡

々
最
も
迅
速

に
壇
加
す

る
か
ら
働
。
」

故

に

「
私

は
、
農
業
上

の
改

良
に
よ

つ
て
富

の
大
量
が
創
造

さ
れ
る
で
あ

ら
う
と
云

ふ
事

、
及
び
肚
會

の
自

然
的

進

行

に
於

て
そ

の
富

の
多
量

が
結
局
は
地
代

の
形
を
と

つ
て
地
主

の
手

に
蹄
す

る
で
あ
ら
う
と
云
ふ
事
は
認

め
る
。

乍

然
、
そ

の
事

は
何
等
地
代
が
常
に
富

の
移
轄

で
あ

つ
て
そ

の
創
造
で
な

い
と
云

ふ
事

實
を
漫
更
す

る
も

の
で

は
な

い
。
i

何
と
な
れ
ば
、
そ

れ
が
地
代
と

し
て
地
主

に
支
彿
は
れ
る
前

に
は
、
資

財

の
利
潤
と
し

て
織
績

し
て
來

允

ヘ

ヵ

に
相
違

な

い
。
そ
し

て
、
軍

に
よ
う
劣
等
な

る
質

の
土
地
が
耕
作

さ
れ

る
だ

め
に
、
そ

の

一
部
が
地
主

に
譲
渡

せ
ら

れ

る
に
過
ぎ
な

い
も

の
で
あ

る
か
ら
⑨
。
」
と
。

斯
く

の
如
く

、
地
代

の
塘
大
を
以
て
國
富

の
源
泉
と
な
す

マ
〃
サ

ス
の
意
見

に
反
劃

し
て
、
リ
カ

ー
ド
は
地
代

は



既

に
造
ら

れ
尤
富

の
移
韓

に
過
ぎ
な

い
、
即
ち
地
代
は
利
潤
と

し
て
縫
績

し

て
來

た
も

の
＼
中

か
ら
支
彿

は
れ
る
事

に
な

る

の
で
あ

る
、
と
説
く
。
舷

に
於

て
乎
、
利
潤
が
吾

々
の
注
意

を
惹
く
特
権

を
有
す

る
事

と
な
る
。
從

つ
て
、

吾

々
は
、
次
に
、
リ
カ

ー
ド
の
所
得
分
配

の
機
構

を
簡
軍

に
の
べ
て
、
そ

の
機
構

の
中

に
於

け
る
地
代

・
賃
銀

・
利

潤

の
關
係

を
明
か
に
す

る
の
必
要
を
戚
ず

る
。

「
地
代
と
賃

銀
と

は
、
富
と

人

口
と

の
塘
加
と
共

に
、
上
騰
す

る
傾

向
を
有
す

る
㈹
噂
」
而

て
、

「
地
代

の
貨
幣
償

値
に
於

け

る
上
騰
は
、
生
産

物

の
分
前

の
壇
加

を
件

ふ
。
地
主

の
貨
幣

地
代
が

ヨ
リ
大

に
な

る
の
み
な
ら
ず
、
彼

の

ヘ

ヘ

ヘ

へ

穀

物
地
代
竜
亦
さ
う
な

る
岡
。
」
し
か
し

、

「
勢
働
者

の
運
命

は
よ
う
不
幸
で
あ

ら
う
。
成
程
、
彼

は
よ
b
多
く

の
貨

幣
賃

銀
を
受
け

る
で
あ
ら
う
。

が
、
彼

の
穀

物
賃
銀
は
減

少
せ
ら

る

＼
で
あ

ら
う
@
。
」
斯
く

の
如
く
に
し
て

「
地
主

と
勢

働
者

と
が
支
彿
は
れ
π
後

に
、
土
地

の
生
産
物

の
残
鯨

の
分
量

は
必
然
的

に
農
業
者

に
属

し

、
而
て
彼

の
資
本

の
利
潤

を
構
成
す

る
㈲
。
」
即
ち
、
利
潤
は

、
自
分
自
身

に
何
等

の
自
律
的
法
則
を
竜

有
し
な

い
も

の
で
あ

る
。
既

に

述

べ
π
様

に
、
地
代

は
慣

格
形
成

に
滲
加

し
な

い
か
ら
、
自

己
の
中
に
自
律
的
法
則
を
有
し
な

い
利
潤
は
、
'
必
然
的

に
賃

銀
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
關
係

に
立

つ
。
然

る
に
、

「
人

口
の
壇
加
と
共

に
、
必
需
品
は
、
生
産

に

ヨ

リ
多
く

の
勢
働
を
必
要
と
す
る
が
故

に
、
償

格
に
於

て
騰
貴
す

る
で
あ

ら
う
㈲
。
」

「
故

に
、
勢
働

の
貨

幣
賃
銀
を
壇

加
す

る
所

の
穀
物

の
債
格

に
於

け
る
騰
貴
は
、
農
業
者

の
利
潤

の
貨
幣
慣
値

を
減

少
す

る
㈲
」
事

と
な
る
。

地
代
理
論
の
歴
史

に
於
け
る

マ
ル
サ
ス
の
地
位

三
入
九
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Q

上
述

せ
る
所

に
よ

つ
て
、

リ
カ

ー
ド
の
所
得
分
配

の
機
構

は
大
膿
明

か
に
な

つ
π
が

、
リ
カ

ー
ド
は
、

「
利
潤

の

　

む

　

　

此

の

(
減

少
の
)
傾
向

は
幸

に
も

…
…
…
農
學

上
の
諸
登
見

に
よ

つ
て
妨
止

せ
ら
れ

て
居
る
師
。
」
と
言

ふ
。
即
ち
利

潤
減
少

の

一
般
的
力

に
反
抗
す

る
所

の
も

の
を
以
て
幸
幅
な
事

と
認

め
た
が
故

に
、
彼

は

『
幸

に
も
』
と
言

ふ
言
葉

を
用

ひ
た
の
で
あ
ら
う
。
之
は
何
を
意
味
す

る
か
P
そ
れ

は
明

か
に
リ
カ

ー
ド
が
利
潤
現
象

に
關
心
を
有
し
そ
れ
を

中
心
と

し
て
経
濟

理
論
を
研
究

し
て
居
π
事

を
物
語

る
竜

の
で
あ

る
。
と
私

は
思
ふ
。

既

に
、
地
代

の
理
論

に
關
し

て
は
雨
者
倶

に
そ

の
主

潮
を

一
に
す

る
事
を
知

つ
て
居

る
吾

々
は

、
今
や
地
代

に
關

す

る
観

念

に
於

て
、
雨
者
が
そ

の
観

る
所

を
異

に
す

る

の
を
登
見
し
虎
。
是

は
、
全
く

、

マ
ル
サ

ス
が

7
イ

ジ
ォ
ク

ラ
ッ
ト
の

「
自
然

は
人
間
と
倶
に
勢

作
す

る
」

と
云
ふ
思
想

の
所

有
者
で
あ

つ
尤
が

π

め
に
、
地
代

の
培
大
を
以

て

國
富

の
源
泉

と
な
し
、
只
管

に
國
富

の
大

を
致

さ
ん
が
π

め
に
、
地
代

の
上
騰
を
希

つ
た
論
客
で
あ

つ
尤

の
に
反
し

て
、

一
方

リ
カ

ー
ド
は
近
代

の
資
本
主
義
精
紳

に
眼

醒

め
だ
所

の
論
客
で
あ

つ
π
が
爲

に
、
只
管

に
利
潤

の
塘
大
を

喜

び
、
此

の
利
潤

の
中

か
ら
地
主

に
移
轄

さ
れ

る
も

の
で
あ

る
所

の
地
代

の
塘
加

に
劃
し

て
は
極
力
反
劉

し
π
事

に

依
る
も

の
と
観

て
差
支

へ
な

い
で
あ

ら
う
。

斯
く

て
、
立
揚

を
相
異

に
す

る
リ
カ

ー
ド
と

マ
ル
サ

ス
は
、

必
然
的

に
、
そ

の
地
代

に
劃
す
る
観
念

を
異

に
す

る

が
故

に
、
雨
者
が
倶

に
同

一
な

る
地
代

理
論

の
根
振

か
ら
出
機

し
な
が
ら
も
、
尚

、
穀
物
關
税

の
問
題

に
封

し
て
彼



,

鋤

.

、

剣

,

等

の

抱

懐

し

力

見

解

は

必

然

的

に

相

異

る

も

の

と

な

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

か

つ

π

の

で

あ

る

。
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政

策

三
九
二

地
代

か
p

利
潤
か
P

そ

の
観

る
所

を
異

に
し
π
が
爲

に
、
轄

じ
て
政
策

論
に
於

て
、

マ
ル
サ

ス
は
外

國
に
頼

る
事

の
危
瞼
を
論

じ
π

の

に
反
し
て
、
リ
カ

ー
ド
は
穀
物

の
自
由
輸

入
を
以
て
利
潤

の
増
加

・
國
運

の
磯
展
を
説
く
事

と
な

つ
π

の
で
あ

る
。

斯
く

て
、
地
代
理
論
を
、
経
濟

の
領
域

か
ら
債
値
判
断

の
領
域

へ
、
換

言
す

れ
ば
確

乎
π
る
物
的
事
實

の
領
域
か

ら
多

か
れ
少
な
か
れ
動
揺
不
安
な

る
意
思
や
威
情

の
そ
れ

へ
移

し
π
。
だ

か
ら
、
彼
等
は
自
分

の
観

る
所
に
從

つ
て

辮

じ
立

て
＼
さ

へ
居

れ
ば

い
＼
の
で
あ

つ
π
ω
。

凡
そ
厳

に
は
探

る
可
き
立
揚
が
三
個
-

地
主
階
級

の
立
場
、
資
本
家
階
級

の
立
揚
、
及
び
勢
働
者
階
級

の
立
揚

-

存
在
し
て
居
た
の
で
あ
る
が
、
二
人
の
論
客
は
そ
の
政
策
に
關
す
る
論
孚

に
於
て
、

一
は
地
主
階
級

の
利
盆
の

π
め
に
、
他
は
資
本
家
階
級

の
利
盆
の
π
め
に
、
夫

々
辮
じ
立
て
允
け
れ
ど
も
、
残
る

一
個

の
立
場
ー

勢
働
者
階

級

の
利
盆
の
虎
め
に
は
決
し
て
辮
じ
立
て
＼
呉
れ
な
か

つ
π
。
即
ち
、
彼
等
は

「
勢
働
者
階
級
に
劃
し
て
は
、
共

に

有
産
者
階
級
を
擁
護
し
禿
も
の
で
あ
る
こ
と
に
愛
り
は
な

い
㈲
。
」
換
言
す
る
と
、
雨
者
の
政
策
論
は
共

に
有
産
者
階



ぬ

へ

リ

へ

級

の
意
識
的

表
現
で
あ

る

こ
と
に
は
愛

う
は
な

い
。
斯
く

の
如
く

マ
ル
サ

ス
も

リ
カ

ー
ド
も
共

に
等
し
く
勢
働
者
階

ヘ

ヘ

ヘ

へ

あ

ヘ

へ

ぬ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

級

に
謝
し
て
は
有
産
者
階
級
の
代
辮
者
で
あ

つ
力
事
に
於

て
そ

の
軌
を

一
に
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
有
産
者
階
級
内

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

部

に
於

て
は
自

由
競
孚

に
基
く
利
害

の
分

裂
を
來

し
、

一
は
地
代

の
代

辮
者

と
な
り
他

は
利
潤

の
擁
護
者
と
な

つ
π

の
で
あ
る
。

資

本
家
的
生
産
方
法
が
未
だ
初
期

の
磯
展
段
階

に
在

つ
π
そ

の
當
時

に
於

て
は
、
從

來

の
封
建
的
経
濟

組
織

の
残

澤
と

の
關
係

上
、
即
ち
新

興
資

本
家
階
級

と
傳
習
的
勢
力

を
持

つ
封
建
的
階
級
と

の
劃

立
が
存
在
し
π

㌧
め
、
勢
働

者
と
資

本
家

の
爾
階
級

の
劉
立

は
明
か
に
表
面

上
に
現
は
れ
な
か

つ
だ
㈹
。

即
ち

、
勢

資

の
封
立
は
未
だ
瞼

し
き
尖

鋭
化
を
見

る
懐
で

に
は
費
展
し

て
居
な
か

つ
カ

の
で
あ

る
。
斯

く
の
如
き
肚
會
状
態

に
在

つ
て
は
、
資
本
家
と
地
主

と

の
封
立
、
即
ち
有
産
者
階
級
内
部

の
自
由
競
璽

に
基

因
す
る
所

の
利
害

の
分
裂
と
言
ふ
事
實

が
前
景

に
現
は
れ
て

居

π
が
故
に
、

マ
ル
サ
ス
と

り
ヵ

ー
ド
と

の
論
孚
も

必
然

的
に
其

の
當

時

の
地
主
階
級
と
資
本
家
階
級
と

の
劃

立
、

即
ち
有
産
者
相
互
間

の
自

由
競
箏
に
基
く
利
害

の
分
裂
と
言
ふ
事
實

を
表
示

し
た
も

の
に
外
な
ら
な

い
と
言
は
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ

る
。

①

国
コσq。飼
国
突
∋

国
。αq魯

U
麟ゴ
ぎ
鵯
d
ヨ
毛
巴
N巷
σq
α
Φ周
老
一m器
岳
魯
ρ『『
ω
」
9
.
(林
要
謬

『反
デ
ェ
ー
り
y
グ
論
』
で・
哉
ρ
)

②

佳
谷
悦
治

『唯
物
史
魏
よ
り
見
表
る
経
濟
學
史
』
署
・
鴛
ひI
Qミ
・

③

同
上
、
男
・
93お
●

地
代
理
論
の
歴
史
に
於
け
る
マ
ル
サ
ス
の
地
位

三
九
三
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㈹

マ
ル
サ
ス
の
保
護
貿
易
政
策

マ
ル
サ

ス
は
謂
ふ
、

「
國
家

の
現
状

に
鑑

み
て
、
外
國

の
穀

物

の
自
由
な

る
輸

入
を
制
限
す

る
事
は

、
賢
明

に
し

て
且

つ
政
治
政
策
的

で
あ

る
檬

に
、
私

に
は
考

へ
ら

れ
る
ω
。」

と
。

マ
ル
サ

ス
の
穀
物
輸

入
制
限
論

の
根
撮

は
、

一
部
分

『
穀

物
關
税
並

び
に
穀
債

騰
落

の
農
業
並
び
に

一
般

に
國
富

に
封
す

る
影
響

に
關
す

る
諸
観
察
』

の
中

に
述

べ
ら

れ
て
居
る
様

に
、
國
家

の
繁
榮

の
π
め
に
穀
物

の
濁

立
な
る
供

給

を
な

さ
ん
と
す
る
意
圏

に
出

つ

る

竜

の

で

あ

る
が
㈹
、

一
部
分

は
、
恐
ら
く

は
主
と
し

て
、
轍

入
制
限
論
者

に

『
決
定
的
貫

目
』

を
與

へ
π
所

の
其

の
當

時
登
生
し
力
次
の
標
な
事
實

、
即
ち

「
第

一
に
、
現
在

の
穀
債

の
結
果

に
關
し

て
議
會

に
齎
ら
さ
れ
た
報
告
書
、
並

に
現
在
に
於
け

る
経
験
。

第

二
に
、
良

好
と

な

つ
だ
吾
國

(
英
國

)
の
外
國
爲

替

の
朕
態
。

第

三

に
、
而
て
主
と
し

て
、
最
近

フ
ラ

ン
ス
に
於

て
通
匙
し
力
穀
物

の
輸
出

に
關
す

る
實
際
的
法
律
ω
、」
i

に

存
す

る

の
で
あ

つ
尤
。

マ
ル
サ

ス
が

『
諸
観
察
』

に
於

て
示
さ
ん
と
し
控
事

は
、
極

め
て
貧
弱
な

る
土
地
を
耕
作
か
ら
除
外
す

る
か

、
叉



は
生
産
塘
加
を
主
眼
と
す
る
農
業
上
の
凡
ゆ
る
改
良
を
ば
可
成
う
永

い
間
妨
害
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
穀
物

の
慣
格

の
大
下
落
は
起
b
得
な

い
と
言
ふ
事
で
あ

つ
虎
。
此
の
原
則
は
、
議
會
の
報
告
書
に
よ

つ
て
完
全
に
確

め
ら
れ
π
。

而
て
、
穀
債
大
下
落
の
結
果
及
び
物
慣
下
落

の
縫
績

は

一
國
の
農
業
に
極

め
て
激
し

い
衝
撃
を
與

へ
、
農
業
資
本
に

大
損
失
を
與

へ
た
ω
。

マ
γ
サ
ス
に
從
ふ
と
、
凡
て

一
般
的
状
態

の
下
に
在

つ
て
は
、
慣
格
の
下
落
は
生
産
物
の
減
少
を
伜

ひ
、
生
産
物

の
減
少
は
當
然
地
代
の
減
少
を
件

ふ
と
言
ふ
事

は
、
理
論
と
経
験
と

の
指
示
す
る
所
で
あ
る
。
そ
れ
故

に
、
開
港
の

結
果
と
し
て
、
眞
實
地
代
並
び
に
名
目
地
代

の
爾
者
を
減
少
せ
し
む
る
事
は
少
し
も
疑
ひ
の
な

い
所
で
あ
る
㈲
。

地
主
階
級
は
、
富

の
生
産
に
浩
動
的

に
貢
献
す
る
所
が
な

い
け
れ
ど
も
、
そ

の
利
害
關
係
は
最
も
密
接
に
且
つ
必

然
的
に
國
家
の
繁
榮
と
關
聯
し
て
居
て
、

一
方
の
繁
榮
若
く
は
窮
乏
は
他
方
の
繁
榮
若
く
は
窮
乏
を
意
味
す
る
⑥
と

考

へ
泥

マ
ル
サ
ス
は
、
地
主
階
級

の
最
も
有
力
な
る
辮
護
者
と
な

つ
て
穀
物
の
輸
入
制
限
を
主
張
し
だ
の
で
あ
る
。

マ
ル
サ
ス
の
説
く
所
を
賠
く
と
、
勢
働
者
階
級
は
自
由
貿
易

の
結
果
と
し
て
賃
銀
を
大

い
に
低
減
せ
し
め
ら
れ
、

物
償

の
愛
動
に
甚
し
く
支
配
せ
ら
る
＼
に
至
る
ω
。

然
し
轍
入
制
限

に
よ
つ
て
生
ず
る
穀
物
の
高
慣
は
消
費
者
と
し

ヘ

へ

て
の
彼
等

に
と

つ
て
有
害
で

あ
る
と
考

へ
る
の
は
、
極

め
て
短
見
で
あ

る
。

「
彼
等
が

よ
蚤
良

い
生
活

を
す

る
だ

め

に
最
も
必
要

な
事

は
、
彼
等

の
愼

し
み
深

い
脅
慣
と
勢
働

に
劃
し

て
増
加
し

つ
＼
あ

る
需
要
と
で
あ

る
偶
。
」
勢
働

に

地
代
理
論
の
歴
史
に
於
け
る
マ
ル
サ
ス
の
地
位

三
九
五
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一轟
九

山ハ

劃
す
る
同

一
需
要
を
充
す
π
め
に
は
、
自
己
の
生
命
の
再
生
産

に
必
要
な
る
債
格
が
支
梯
ほ

れ
、
そ
れ
が
生
活
必
需

品
の

一
定
量
を
支
配
し
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
然
し
乍
ら
、

「
若
し
も
彼
等
が

一
定
量

の
生
活
必
需
品
を
支
配
す

る
事
が
出
來

、
且
つ
彼
等

(
生
活
必
需
品
)
の
上
騰
し
π
慣
格

に
比
例
し
て
勢
働
の
貨
幣
債
格
を
受
け
取
る
事
が
出

來
る
な
ら
ば
、
穀
物
に
比
例
し
て
騰
貴
し
な

い
所
の
凡
て
の
便
宜
品
及
び
娯
樂
品
ー

そ
の
う
ち
に
は
、
貧
者

の
消

費
す
る
様
な
も
の
が
澤
山
あ
う
ー

に
關
し
て
、
彼
等

(
螢
働
者
)

の
状
態
は
最
竜
著
し
く
改
善
せ

ら

れ

る

で

あ

ら
う
㊥
。
」

次
に
、
資
本

の
利
潤

に
よ

つ
て
生
計
を
立
て
る
階
級

に
就

い
て
見

る
と
、
そ

の
大
宇

は
農
夫
或

は
農
夫
と
密
接
な

關
係
に
在

る
も
の
で
あ

つ
て
、
残
う

の
四
分

の

一
位

の
人

々
は
外
國
貿
易
に
從
事

し

て
居
る
飼
。

前

者
、
即
ち

「
農

夫

に
就

て
は
言
を
費
す

必
要

を
見
な

い
。
彼
等

は
開
港

に
よ

つ
て
非
常

に
損

害
を
蒙

る
で
あ
ら
う
と
言

ふ
事
は
疑

の

鯨
地
が
な

い
㈲
。
」
然

る
に
、
後
者

、
即
ち
直
接

に
貿

易

に
從
事

し

て
居

る
少
数

の
人

は

「
轍

入
制
度

の
利
害
を
戚
ず

る
で
あ
ら
う
@
。
」

開
港

に
よ

つ
て
疑
も
な
く
利
盆
を
享
け

る
階
級

は
、
株
主
及

び
俸
給
生
活
者
で
あ
る
。
乍

然
、

「
彼

等
は
其

人
歎

が

少
な

い
の
み
な
ら
ず

、
彼
等

の
利
害
關
係

は
前
述

の
諸
階
級
殊
に
勢
働
者
階
級
及
び
地
主

の
様

に
國
家

の
厚

生
に

密
接
な
關
係

を
有
す

る
も

の
で

は
な

い
幅
。
」

、

、

・



,斯
ぐ

の
如
ぐ

、
四
個

の
階
級
が
開
港
即
ち
自
由
貿
易

に
よ

つ
て
影
響

せ
ら

れ
る
所
を
考

へ
る
と
、

「
人
民
、
殊

に

一
國

の
精
働
な

る
階
級

の
大
多
歎

は
利
す

る
よ
わ
竜
傷

は
れ
る
方
が
遙
か
に
大

い
の
で
あ
る
㈲
。
」

故
に
、

「
欧
洲

の

現
状

、
並

び
に
吾
國

の
現
在

の
地
位

の
實
際
的
事
情

の
下

に
於

て
は
、
吾
國
自

身

の
必
要
と
す

る
穀

物

の
耶
均
的
供

給

を
膚

5
耕
作
す

る
事

が
最

も
賢

明
な

る
方
法
で
あ

る
と
私

は
確
信
す
る
。
而

て
、
さ
う
す

る
事

に
よ

つ
て
、

一
國

が
人

口

・
力

。
富

及
び
幸
幅

の
大
な
る
繊
績

的
塘
大

に
劃
す

る
豊
富

な
る
源
泉

を
有
す
る
事

が
納
得

せ
ら

れ
る
、
と

ラ

私

は

思

ふ

帖
。
」

と

、
、
マ

ル
サ

ス
は

結

論

し

て

居

る

の

で

あ

る

。

●
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三
九
八

地
代

の
上
騰

に
反
劃
す

る
リ
カ
ー
ド
の
立
揚
に
立

つ
て
考

へ
る
と
、
若

し
も
穀

物

の
自
由
な

る
輪

入
に
よ

つ
て
穀

カ

へ

領
が
下
落
す
る
か
、
又
は
其

の
償
格
の
よ
う
以
上
の
騰
貴
を
阻
止
す
る
な
ら
ば
、
其

の
場
合
不
利
を
蒙
る
の
は
濁
う

地
主
階
級
の
み
で
あ
る
。
所
が
、
此

の
地
主
階
級

の
利
害
は
常
に
他
の
凡
ゆ
る
肚
會
階
級
の
利
害
と
相
反
す
る
。
彼

等

の
地
位

は
穀
物
が
少
量
で
高
慣
な
時
に
最

も
隆
盛
で
あ
る
の
に
反
し
て
、
凡
ゆ
る
他

の
人

々
は
穀
物
を
廉
慣
に
獲

得
す
る
事

に
よ

つ
て
利
盆
を
享
け
る
の
で
あ
る
①
。

職
時
中
に
於
け
る
穀
物

の
高
慣
從
て
地
主
階
級

の
特
別
に
有
利
な
b
し
地
位
に
懸

々
と
す
る
地
主
連
中
の
穀
物

の

高
慣
必
要
論
を
目
す
る
に
、
リ
カ
ー
ド
は

一
の
人
駕
的
穀
領
維
持
策
に
過
ぎ
ず
と
な
し
、
極
力
之
に
反
封
し
、
自
ら

は
穀
物
の
自
由
な
る
轍
入
を
唱
導
し
、
斯
く
す
る
事

に
よ

つ
て
、
劣
等
地

の

耕
作

か

ら

免
れ
、
穀
債
を
低
落
せ
し



め
、
、利
潤
を
上
騰
せ
し

め
、
資
本
を
蓄
積

し
て
、
富

の
大
な
る
生
産
を
希
求
し
π

の
で
あ

る
。

り

ヵ
ー
ド
に
從

ふ
と
、
資

本
と
人

口
と
が
塘
加
し

て
、

一
暦
多
量

の
穀

物
が

必
要
と
な

る
に
も
拘
ら
ず
、
穀

物
を

外
國
か
ら
自
由

に
輸

入
す

る
事

が
制
限

せ
ら

れ
る
な
ら
ば
、
吾

々
は
堰
大
し

つ
＼
あ

る
人

口
を
養

ふ
た
め
に
、

一
層

ヘ

へ

劣
等
な

る
土
地
を
耕
作
す

る
か
、
叉

は
同

一
の
土
地
に
よ
・9
大
な
る
分
量

の
資
本
を
使
用
す

る
事

を
強

ひ
ら
れ

る
。

何
と
な
れ
ば
、
そ

れ
は

イ
ギ
リ

ス
の
人

口
に
必
要
な
る
穀
物
を
獲
得
す

る
た
め
の
條

件
で
あ

る
か
ら
で
あ

る
。
此

の

ヘ

へ

場
合
、
穀
償
は
騰
貴
し
、
斯
か
る
騰
貴
と
共
に
以
前
か
ら
耕
作
を
繊
績
し
て
來
π
所

の
よ
り
良
き
土
地

の
地
代
は
必

然
的
に
増
大
し
、
從

て
土
地
に
使
用

せ
ら
れ
π
る
最
後
の
資
本
部
分

の
利
潤
は
低
下
し
、
延

い
て

一
般
利
潤
竜
亦
低

ら

へ

下
を
來

さ

里
る
を
得
な

い
⑭
。

「
し

か

し
、
此

の
よ
う
高

い
便
格
は
決
し

て
望
衰
し

い
も

の
と
考

へ
ら
る
べ
き
で

は

ヘ

へ

な

い
、
i
ー

若
し
も
よ
b
少
な

い
勢
働
を
以

て
同

一
の
牧
穫
を
學
げ
得

π
な
ら
ば

、
そ
れ
は
存
在
し
な

か

つ
π
で
あ

ら
う
ー

若
し
も
勢
働
を
製
造
業
に
充
當
す
る
事

に
よ

つ
て
、
吾
々
が
之
等

の
製
造
品
を
輸
出
し
て
之
と
交
換
に
間

接

に
穀

物

を
獲
得

し
π
な
ら
ば

、
そ

れ
は
存
在
し
な
か

つ
た
で
あ
ら
う
㈹
。

斯

く

の
如
く
、
最
劣
等

地

の
耕
作
を
籐
儀

な

く

せ

ら

れ

、
之
を
放
棄
し
得

ざ
る
限
う
、

リ
カ
ー
ド
の
考

に
よ

る

と

、
農
業

利
潤
は
上
昇
し
得

な

い
。

「
利
潤

は
、
食
物

の
償

格
に
、
寧

ろ
食
物

の
慣
値

に
依
存
す

る
。
如
何

に
商

品

が
稀
少
で
あ

つ
て
も
豊
富
で
あ

つ
て
も
、
食

物

の
生
産

を
容
易
な
ら
し

む
る
も

の
は
何

れ
も
利
潤
率
を
高

め
る
で
あ

地
代
理
論
の
歴
史
に
於
け
る

マ
ル
サ
ス
の
地
位

三
九
九
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〇

ら
う
。
反
之

、
食
物

の
分
量

を
壇
大
す
る
事

な
し

に
、
生
産
費
を
高

め
し

む
る
も

の
は
何

れ
も

、
如
何
な
る
事
情

の

下

に
於

て
も
、

一
般
的
利
潤
牽

を
低

下
す

る
で
あ

ら
う
ω
。」

斯
く

て
、
「
利
潤
低
下

の
程
度
は

一
に
生
産
費

の
壇
加

に
依

存
す

る
⑧
」

の
で
あ

る
。
そ
れ
故

に
、
農

業
利
潤

を
上
昇
せ
し

め
ん
が
π

め
に
は
、
穀

物

を
自
由

に
輸

入
す

る

か
、
叉

は
農
業
上

の
改

良
を
施
す

に
如
く
は
な

い
。
と

リ
カ

ー
12
は
主
張
す

る
。

從

て
、
穀

物

の
輸

入
を
制
限

す
る
事

は
農
業
上

の
改
良
を
妨
魅
す

る
事
と
同

一
で
あ

る
、
と
彼

は
論
ず

る
、
-i

「
低
廉
な
る
慣
格
で

の
穀
物
輸
入
か
ら
起

る
と
思
は
れ
る
所

の
利
盆
の
凡
て
を
ば
吾

々
か
ら
奪
ひ
去
る
可
く
吾
々
を

運
命
付
け
る
に
足
る
程
し
か
程
左
様
に
地
主

の
利
盆
が
重
要
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
叉
農
業
上
の
凡
て
の
改
良
及

び
農
具
の
凡
ゆ
る
改
良
を
排
斥
す
べ
く
吾

々
を
動
か
す
で
あ
ら
う
。
何
と
な
れ
ば
、
斯
か
る
改
良
に
よ

つ
て
、
穀
物

ヘ

へ

が
よ
り
安
く
な
う
、
地
代
が
減

少
し
、
而

て
地
主

の
納
税
能
力
が
勘
く
と
も

一
時
的

に
は
減

少
す

る
事

は
、
穀

物

の

輪

入
に
よ
る
と
同
機

に
確
實

な
事
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
ー

論
理
的

で

あ

る

が

爲

に
は
、
同

一
の
注
則

に
從

つ

て
、
吾

々
を
し

て
改
良

を
中

止
せ
し

め
、
且

つ
輸

入
を
禁
止
せ
し

む
べ
き
で
あ

る
⑥
。
」

さ
れ
ど
、

リ
カ
ー
ド
は

『
事

物

の
薗
然

の
成
行
き
』

の
結
果
と
し
て
、
地
代
が
騰
貴
し
利
潤
が
下
落
す

る
標
な
事

の
あ

る
の
は
已
む
を
得
な

い
事
で
あ

る
事

を
認

め
て
、

「
高

い
地
代
と
低

い
利
潤

と
は
、
不
断

に
相
件

ふ
も

の
で
あ

る
か
ら
、
そ
れ
が
事

物

の
自
然

の
成

行
き

の
結
果
で
あ

る
限

う
、
決
し

て
不
李

を
言

ふ
べ
き
事
柄
で

は
な

い
ω
」

と



言
つ
て
居
る
。
π

讐
、
彼
は
穀
物
關
税

の
如
き
人
爲
的
方
策
に
よ
つ
て
肚
會
全
員

の
利
盆
を
犠
牲
に
し
て
地
主
の
特

殊
な
る
利
盆
を
憤
大
す
る
事
を
獣
過
し
得
ず
し
て
、

「
或
る
特
定
階
級

の
利
盆
を
尊
重
し
て

一
國
の
富
と
人
口
と

の

壇
進
を
阻
害
せ
し
む
る
事
を
大

い
に
遺
憾
と
す
る
働
」

と
言

つ
て
穀
物
の
自
由
貿
易
を
強
調
し
π
。
け
れ
ど
竜
、
リ

カ
ー
ド
は
、
英
國
の
そ
の
當
時
の
状
態
に
於

て
は

一
基

に
し
て
徹
底
的
に
輸
入
制
限
を
撤
去
す
る
事
は
無
鐵
砲
で
あ

う
冒
瞼
的
で
あ
る
と
信
じ
て
、

「
農
業
に
劃
す
る

一
切

の
不
當
な
る
保
護
を
ぱ
漸
次
に
取
除
か
ん
㈲
」

と
し
π
の
で

あ

つ
π
。

(9)(8)(7)(6)(5)(4)(3)(2)(1)
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①

結
論

的
説
述

凡

て
在
る
が
儘

に
純
粋

に
考
察
し

て
來
た
所

の
如
上

の
所
論
を
翻

つ
て
み
る
と
、
リ
カ

ー
ド

の
差

盆
地
代
論

は
其

の
本
質

的
部
分

に
於

て

マ
ル
サ

ス
の
そ
れ
を
織
承
せ

る
も

の
に
外
な
ら
な

い
事

を
知
る
。

リ

カ

ー
ド
自
身
も
そ

れ
が

決
し
て
彼

の
濁
創
で
な

い
事

を
明
ら

か
に
認

め
、

『
穀

物

の
低

い
債
格
が
資

財

の
利
潤

に
及
ぼ
す
影
響
』

に
於

て
、

「
地
代

の
起
源
及
び
塘
進

に
關

し
て
私

の
述
べ
π
所

の
総

て
に
於

て
、
私

は

マ
ル
サ

ス
氏

が
同

一
主

題
に
關
し

て
其

の

『
地
代

の
性
質
及
塘
進

に
關
す

る
研
究
』

に
於

て
極

め
て
巧
妙
に
設
定
し
π
原

理
を
ば
、
π

里
簡
輩

に
繰
う
返
し

且

つ
読

明
せ
ん
と
努

め
π
ω
」

と
述

べ
、
且

つ

「
彼

(
マ
ル
サ

ス
)

の
出
版
物

に
負

ふ
所
が
極

め
て
大
で

あ

る
②
」

と
告
自
し

て
居

る
。

荷
、
叉
そ

の

『
経
濟
原
論
』

の
序
文

に
於

て
は
、

「
一
入

一
五
年

マ
ル
サ

ス
氏

は
そ

の

『
地
代

の
性
質

及
塘
進

に

關

す

る
研
究
』

に
於

て
、
凌
π

オ
ッ
ク
ス
フ
オ

ー
ド
大
學

々
士
會
員

(
ウ

エ
ス
ト
)
は
そ

の

『
土
地
に
劉
す

る
資
本

の
投
下

に
關
す

る
論
文
』

に
於

て
、
殆

ん
ど
同
時

に
地
代

の
眞

の
學
説
を
世

に
機
表
し

た
』
事

を
述

べ
尤
る

の
み
な

ら
ず

、
更

に
最
終

の
第

三
十

二
章

の
初

め
に
於

て
曰
く

、

「
マ
ル
ず

ス
氏

は
地
代

の
原

理
を
充
分
に
説
明

し
、
而
て



そ

れ
に
よ

つ
て
以
前

に
は
全
く
分
ら
な
か

つ
だ
所

の
、
或

は
極

め
て
不
完
全
に
分

つ
て
居
π
所

の
、
地
代

の
問
題

に

關
す

る
多
く

の
難
黙

を
、
大

い
に
了
解

し
易
く
し
穴
ω
」

と
。

叉

、
リ
カ

ー
ド
は
、

マ
ル
サ

ス
に
與

へ
π
書
翰

の
中
に
於

て
述

べ
て
曰
く
、

「
今

、
私
は
、
將
來

の
議
論
に
封

し
て
主
題
を
提
供
す

る
所

の
各
句
を
撰
揮
す

る
の
意

圖
を
以

つ
て
、
地
代

の
騰

貴

壇
進

に
關
す

る
貴

下

の
論
文
を
非
常

に
注
意
し

て
讃

み
終

つ
允
所
で
あ

る
。
そ

の
中

に
於

け
る
主
要
な

る
原

理
は

凡
て
私

の
完
全

な
る
同
意

を
博
す
る
事

、
及

び
そ
れ
は
菅

に
地
代

に
關
聯
し

て
重
要
で
あ

る
の
み
で
は
な
く
、
叉

租

税

の
如
き
他

の
多
く

の
難
問

に
關
聯

し
て
も
亦
重
要

な
る
所

の
多
く

の
濁
創
的
見
解
を
含

ん
で

居
る
も

の
と
私

は
思

ふ
と

云
ふ
事
を
述

べ
て
竜
決
し

て
賞

め
過
ぎ
で
は
な

い
の
で
あ

る
㈲
。
」

と
。

斯
く

の
如
く
到

る
庭

に
於

て
、
吾

々
は

リ
カ

ー
13
が

マ
ル
サ

ス
の
理
論

に
同
意

を
表
し

て
居
る

の
を
見
出
す
。

乙

れ
粋
明
か

な
謹

撮
は
あ

る
ま

い
。
此

の
聞

の
消
息

を
知

る
人

々
は
、

マ
ル
サ

ス
の
地
代
理
論
を
輝

か
し

い
光

の
下
に

持
ち
來
ら
す

に
相
違

な

い
で
あ
ら
う
。

ボ

ー
ナ

ー
曰
く

、

「
マ
ル
ず

ス
は
正
し
く
英
國

に
於

て
地
代

に
關
す

る
経
濟
説
を
明
瞭

に
解
決

し
π
最
初

の
人
で
あ

る
と
考

へ
ら

る

る
。
…
:
:
:塊代

理
論
の
歴
史
に
於
け
る
マ
〃
サ
ス
の
地
位

四
〇
三
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四
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四

一
入

一
五
年

ウ

エ
ス
ト
及

び

マ
ル
サ
ス
に
依

つ
て
成

さ
れ
力
地
代

に
關
す

る
眞

の
學
説

の
同
時
再
磯
見
は
、
恰
も

一
入
五
九
年

ウ

オ
ー

レ
ー
ス
及

び

ダ
ー
ウ
ヰ

ン
に
依

つ
て
な
き
れ
控

ダ
ー
ウ
ヰ

ン
説

の
同
時
登
見
と
封
比
す

る
事

が

出
來
る
で
あ
ら
う
⑥
。
L
と
。

、
叉
、

マ
ル
サ

ス
の

『
地
代

の
性
質
及
壇
進

に
關
す

る
研
究
』

を
目
し

て
、

「
全
く
完
全
な
全
く
新

し

い
地
代

の
理

論

を
、
最
竜
名
聲
あ

る
國
民
経
濟
學

の
著
者

の
見
解

に
於

て
保

つ
所

の
小
さ
な
本
ω
」
と
駕

す

γ
i
ザ

ー
は
云
ふ
、

「
斯
く

の
如
く

に
し

て
、
マ
〃
サ

ス
は
穀
・物

の
債
格

の
解

剖
に
よ

つ
て
、
地
代

の
説
明
を
完
全

に
論

じ
鑑
し
π
。
後

縷

者
達

は
此

の
問

題

の
理
論
的
方
面

に
關

し
て
も
、
將
ま

π
前

例

の
完
全
な

る
分

析
に
關

し

て
も
、
此

の
記
述

に
何

物
を
も
附
け
加

へ
る
所
が
な
か
つ
た
。
天
才
の
業
績
は
、

一
個

の
全
く
改
憂

せ

ら

れ

だ

観
察
を
齎
ら
す
ー

そ
れ

は

、
地
代

に
關
し

て
は

マ
ル
サ

ス
の
享
く

べ
き
榮
暴
で
あ

る
。

一
度

、
斯
か

る

完
全
明
瞭

な

る

観
念

が
表
現
せ
ら

れ
、
そ
れ
が
知

れ
亙

る
と

、
そ

の
観
念
は
須
曳

に
し

て
、
其

の
凡
ゆ

る
可
能
的
結
果
に
於

て
研
究
せ
ら
れ
る
と
云
ふ

事

は
、
誤

り
得

な

い
所
で
あ

る
。
同
じ
檬
な
優

秀
な
才
能
を
有
す

る
人
が
、
此

の
残

さ
れ
π
課
題
を
採

る
な
ら
ば

、

ヘ

へ

も

へ

そ

の
時

に
は
π

Ψ
そ

の
登
展
を

よ
う
迅
速

に
且

つ
よ
う
豊
富

に
結
果
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
み
で
あ

る
働
。
」
と
。

此

の
任
務

を
果
し
π
竜

の
が

、
正
し
く

リ
カ

ー
ド
で
あ

る
。
即
ち

、
リ
カ

ー
ド
が
抽
象
的

演
繹
的
観
照

の
方
法

に
よ

つ
て
、

マ
ル
サ

ス
の
理
論

の
不
備

を
補

ひ
、
暖

昧
を
除
き

、
、
以

て
錯
綜

せ
る
理
論

の
起

伏
を
李

坦
な
ら
し

め
π
と
云



ふ
功
績
を
認

め
る

の
に
吝

で
は
な

い
。
然

れ
共
荷
私
は
如
上

の
論
謹

に
よ

つ
て
、
近
代
的
差
盆

地
代

の
眞

の
登
見
者

は

マ
ル
ず

ス
で
あ

6
と

の
私

の
結
論
は
正
當

に
承
認

せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
確
信
す

る
も

の
で
あ

る
。

惟

ふ
に
、
「
b
・
ω
ヨ
一夢

か
ら

O
・
ω
9
5
。
=
q

に
至
る
迄
、
経
濟
學

は
人
生
に
劉
し

正
當

な
る
経
濟
政
策
を
指
示
し

得

べ
く
又
之
を
指
示
す

る
を
以

て
其
使
命

と
な
す

て
ふ
根
本
見
解

に
就

い
て
は
學
者
間
殆
ん
ど
異
論
な
く

、
只
何
を

此
正
當
な

る
政
策
な
り
と
な
す
可
き
や
と
云
ふ
末
節
に
刃
を
交
ふ

る
の
み
⑨
」
で
あ

っ
π
。
そ

の
例

に
竜
れ
ず

、

マ

ル
ず
ス
と

リ
カ

ー
13
と
は
、
地
代
理
論

に
於

て
は
同

一
原
理
を
根
底

に
置
き

つ
＼
も
爾

、
立
揚

を
異

に
し
そ

の
慣

値

例
断

を
異

に
し

π
が
π

め
に
、
穀

物

の
輸

入
問
題

に
封

し

て

は
、
そ

の
意

見
を
異

に
し
、
駕

に
、
赤
き

匂。
。
一一の
昌
の

炎

は
青
き

しo
。
言

の
色
を
焼
き

つ
く

さ
ん
と
す

る
が
如
き
時
勢

の
中
に
生
活

し
て
居
力

の
で
あ

る
。
從

て
、
理
論
は

政
策

の
傭

兵
π

る
の
奇
観
を
呈
し

て
居
π

の
に
何

の
不
思
議
も
な

い
。
さ
れ
ど

、
政
策
的
債
値
か
ら
理
論

の
傾
値
を

ヘ

ヘ

へ

制
断
す

る
が
如
き
事

は
許
き
れ
な

い
こ
と
で
あ

る
。
此

の
限

め
に
於

て
、

マ
ル
サ
ス
の
地
代
理
論
に
よ
め
大
な

る
よ

へり
強
き
輝
き
を
與

へ
て
人

々
の
注
意

を
喚
起
す

る
事

は
、
正
に
吾

々
の
儒
す

べ
き
任
務
で

な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。

想

へ
ば

マ
ル
サ

ス
の
地
代

理
論
は
飴
う

に
も
大

き

な

彼

の
人

口
論

の
光

の
下

に

隠
さ
れ
過
ぎ

て
來

π
。
世

に
は

の
往

々
に
し

て
眞

の
磯
見
者
で
あ
う
乍

ら
そ

の
信
認
を
得

な

い
人
が
あ

る
。

不
遇
な

る

マ
ル
サ

ス
の
地
代

理
論
は
、
リ

カ
ー
ド
の
地
代

理
論
に
よ

つ
て
、
其

の
光

を
蔽
は
れ

て
來

控
。
そ

れ
は
、
抑

々
如
何

な

る
原
因

に
基
く
か
と
言

ふ
事

蒐
代
理
論
の
歴
史

に
於
け
ろ
マ
ル
サ
ス
の
地
位

四
〇
五



商

學

討

究

第
二
巻

(
下
)

四
〇
六

を
考

へ
る
時
、

「
マ
ル
サ

ス
が
近
代
的
地
代
理
論

の
螢
見

に
よ

つ
て
獲
得
し
た
所

の
不
朽

の
功
績
が
後

に
至

つ
て
薄

《

せ
ら
れ
π

の
は
、

双
面
的
原
因

に
蹄

せ
ら
れ

る
。

一
方

に
於

て
は
、
地
代
に
關
す

る

マ
ル
サ

メ
の
固
有

の
説
明
が

本
源
的
文
膿

に
於

て
知
ら
れ

て
居
な

い
で

、
彼

の

『
原
論
』

の
中

に
入
う
込
ん
だ
所

の
後

の
堕
落
せ
る
形
式

に
於

て

知

ら
れ
て
居

る
。
が

、
そ

の
他

に
、
到

る
庭

に
於

て
論
職

の
目
的

の
爲

に
の
み
異

別
な

る
意
見

を
細

密
に
研
究

し
て

居

る
リ
カ

ー
ド
の
主
著
の
外

に
、

マ
ル
サ

ス
を
極

め
て
馨
慰

な
仕
方
で
考

へ
て
居

る
所

の
同

一
著
者

の
そ
れ
以
前

の

著

書
が
看

過

せ

ら

れ

て

居

る
岡
。
」

と
言

ふ

レ
ー
ザ

ー
の
言
葉

の
中

に
は
、
想

ひ
當

る
節

々
が
極

め
て
多

い
で

あ

ら
う
。

誠

に
、

マ
ル
サ

ス
が

『
地
代

の
性
質

及
び
壇
進

に
關
す

る
研
究
』
を
世
に
問

ふ
π

の
は

一
入

一
五
年

の
初

め
で
あ

つ
だ
が

、

パ
ン
フ
レ
ツ
ト
の
形
式
を
以

て
な
し
π
が
駕

に
散
侠

し
、
後
世

の
人
は
其
れ
を
手

に
す

る
事

が
困
難
な
π

め
に
、
そ

の
存
在
す
ら
知

ら

澱
人
が
多

い
。
然

る
に
、
リ

カ
ー
ド
の
有
名
な

る

『
縄
濟

原
論
』

は

一
入

】
七
年

に
出

版

せ
ら
れ
、

マ
ル
ず

ス
の
除
う
有
名

で
な

い

『
経
濟
原
論
』

は

一
入

二
〇
年

に
世

に
現
は
れ
π
。
從

て
、

マ
〃
サ

ス

の

『
地
代

の
性
質

及
び
増

進
に
關
す

る
研
究
』

の
内
容

を
知
ら

ぬ
人
は
、
リ
カ

ー
ド
の
地
代
理
論
を

マ
ル
サ

ス
が

一

入

二
〇
年

の

『
経
濟
原

論
』

の
中
に
於

て
縫

承

し
て
居
る
に
過
ぎ
な

い
と
言

ふ
風

に
全
く

正
反
剰

に
考

へ
る
事
も
あ

う
得

べ
き
事

で
あ
る
。
斯
標
な
考

の
所

有
者

は
是
非

一
度

マ
ル
サ

ス
の

『
代
地

の
性
質
及

び
壇
進

に
關
す
る
研
究
』



と
言
ふ
表
題

の

「
小

さ

い
け
れ
ど

も
非

常
に
内
容

の
豊
富
な
著
作
αo
」

に
眼

を
通
し

て
貰

ひ
π

い
。

私
が
事

物
に
關
す

る
見
解

に
惑
は
さ

る
＼
事

な
く

、
事

物
其
物

の
研
究

に
没

頭
す

る
時

、
即
ち

マ
ル
サ
ス
及
び

リ

カ

ー
ド

の
地
代

に
關
す

る
理
論
を
展
開
し
て
居

る
所

の
彼
等
自
身

の
諸
種

の
原

本
に
就

い

て

研
究

の
歩

を

進

め
る

時

、
私

は
必
然

的

に
如
上

の
見
解
に
到
達

せ
ざ

る
を
得
な

い
の
で
あ

る
。

も

(11)(Io)(9)(8)(7)(6)(5)(4)(3)(2)(1)
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〔附
記
〕

本
稿
は
、

二
年
前
に
完
了
し
六
も
の
な
、
東
京
市
外
世
田
谷
な
ろ
野
砲
兵
第

一
聯
隊
に
於
て

一
年
志
願
兵
と
し
て

『血
税
』
奄
支

掃

ひ
つ
」
あ
る
間
に
、
書
物
の
参
照
に
事
映
き
、

日
種
濁
特
な
る
兵
螢
の
喧
騒

に
妨
げ
ら
れ

つ
」
も
尚
、
漸
片
的
な
る
寸
暇
な
見
出
し
て
、

訂
正
し
六
も
の
で
あ
ろ
。
從
て
、
多
少
の
不
備
は
免
れ
な

い
で
あ
ら
う
。
し
か
し
、
原
稿
締
切
の
九
月
珊
日
に
に
、
私
も
除
隊
し
て
、
火
手

な
振
つ
て
街
上
を
歩
け
る
勇
分
に
な
れ

る
の
で
あ
る
か
ら
、
叉
そ
の
う
ち
に
ぼ
幾
ら
か
優

つ
た
も
の
彪
書
く
日
も
あ
る
ぞ
あ
ら
う
と
言
ふ
事

な
樂
し
み
に
し
て
居
ろ
檬
な
次
第
で
あ
る
o

、

O




